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        一

        　

        僕の書生時代の話しだから、随分古いことだ。年代などもハッキリしないが、何でも、日露戦争のすぐあとだったと思う。

        その頃、僕は中学校を出て、さて、上の学校へ入りたいのだけれど、当時まだ僕の地方には高等学校もなし、そうかといって、東京へ出て勉強させてもらう程、家が豊かでもなかったので、気の長い話しだ、僕は小学教員をかせいで、そのかせぎためた金で、上京して苦学をしようと思い立ったものだ。なに、その頃は、そんなのが珍しくはなかったよ。何しろ給料にくらべて物価の方がずっと安い時代だからね。

        話というのは、僕がその小学教員で稼いでいた間に起ったことだ。（起ったという程大げさな事件でもないがね）ある日、それは、よく覚えているが、こうおさえつけられる様な、いやにドロンとした、春先のある日曜日だった。僕は、中学時代の先輩で、町の（町といっても××市のことだがね）新聞社の編集部に勤めているＲという男を訪ねた。当時、日曜になると、この男を訪ねるのが僕の一つの楽しみだったのだ。というのは、彼はなかなか物識りでね、それも非常に偏かたよった、風変りなことを、実によく調べているのだ。万事がそうだけれど、たとえば文学などでいうと、こう怪奇的な、変に秘密がかった、そうだね、日本でいえば平田篤胤だとか、上田秋成だとか、外国でいえば、スエデンボルグだとかウイリアム・ブレークだとか例の、君のよくいうポオなども、先生大すきだった。市井しせいの出来事でも、一つは新聞記者という職業上からでもあろうが、人の知らない様な、変てこなことを馬鹿に詳しく調べていて、驚かされることがしばしばあった。

        彼の為人ひととなりを説明するのがこの話の目的ではないから、別に深入りはしないが、例えば上田秋成の「雨月うげつ物語」の内で、どんなものを彼が好んだかということを一言いちげんすれば、彼の人物がよくわかる。随って、彼の感化を受けていた僕の心持もわかるだろう。

        彼は「雨月物語」は全篇どれもこれもすきだった、あの夢の様な散文詩と、それから紙背しはいにうごめく、一種の変てこな味が、堪らなくいいというのだ。その中でも「蛇性じゃせいの淫」と「青頭巾あおずきん」なんか、よく声を出して、僕に読み聞かせたものだ。

        下野しもつけの国のある里の法師が、十二三歳の童児を寵愛ちょうあいしていたところ、その童児が病のために死んでしまったので「あまりに歎かせ給うままに、火に焼きて土に葬ほうむることもせで、顔に顔をもたせ、手に手をとりくみて日を経へ給うが、終ついに心みだれ、生きてある日に違わず戯れつつも、その肉の腐りただるをおしみて、肉を吸い骨をなめ、はたくらいつくしぬ」という所などは、今でも僕の記憶に残っている。流行の言葉でいえば変態性欲だね。Ｒはこんな所が馬鹿にすきなのだ、今から考えると、先生自身が、その変態性欲の持主だったかも知れない。

        少し話が傍路わきみちにそれたが、僕がＲを訪問したのは、今いった日曜日の、ちょうどひる頃だった。先生相変らず机にもたれて、何かの書物をひもどいていた。そこへ僕がはいって行くと、大変喜んで、

        「やあ、いい所へ来た。今日は一つ、是非君に見せたいものがある。そりゃ実に面白いものだ」

        彼はいきなりこんなことをいうのだ。僕はまた例の珍本でも掘出したのかと思って、

        「是非拝見したいものです」

        と答えると、驚いたことには、先生立上って、サッサと外出の用意をし始めるのだ。そしていうには、

        「外だよ。××観音までつきあい給え。君に見せたいものは、あすこにあるのだよ」

        そこで、僕は、一体××観音に何があるのかと聞いてみたが、先生のくせでね、行ってみれば分るといわぬばかりに、何も教えない。仕方がないので、僕はＲのあとから、黙ってついて行った。

        さっきもいった通り、雷でも鳴り出しそうな、いやにどんよりした空模様だ。その頃電車はないので、半里ばかりの道を、テクテク歩いていると、身体中ジットリと汗ばんで来る。町の通りなども、天候と同様に、変にしずまり返っている。時々Ｒが後をふり向いて話しかける声が一町（約百メートル）も先から聞える様だ。狂気になるのは、こんな日じゃないかと思われたよ。

        ××観音は、東京でいえばまあ浅草といった所で、境内に色々な見世物小屋がある。劇場もある。それが田舎だけに、一層廃頽はいたい的で、グロテスクなのだ。今時そんなことはないが、当時僕の勤めていた学校は、教師に芝居を見る事さえ禁じていた。芝居ずきの僕は困ったがね。でも首になるのが恐ろしいので、なるべく禁令を守って、この××観音なぞへは滅多に足を向けなんだ。随って、そこにどんな芝居がかかっているか、見世物が出ているか、ちっとも知らなかった。（当時は芝居の新聞広告なんてほとんどなかった）で、Ｒがこれだといって、ある劇場の看板を指さした時には非常に珍しい気がしたものだよ。その看板がまた変っているのだ。

        「新帰朝しんきちょう百面相役者××丈じょう出演

        探偵奇聞『怪美人』五幕」

        　

        涙香るいこう小史の翻案小説に「怪美人」というのがあるが、見物して見るとあれではない、もっともっと荒唐無稽こうとうむけいで、奇怪至極の筋だった。でもどっか、涙香小史を思わせる所がないでもない。今でも貸本屋などには残っている様だが、涙香のあの改版にならない前の菊版の安っぽい本があるだろう。君はあれの挿し絵を見たことがあるかね。今見直すと、実に何ともいえぬ味のあるものだ。この××丈出演の芝居は、まあ、あの挿し絵が生きて動いているといった感じのものだったよ。

        実に汚い劇場だった。黒い土蔵みたいな感じの壁が、半ばはげ落ちて、そのすぐ前を、蓋ふたのない泥溝どぶが、変な臭気を発散して流れている。そこへ汚い洟垂はなたれ小僧が立並んで、看板を見上げている。まあそういった景色だ。だが絵看板だけはさすがに新しかった。それがまた実に珍なものでね。普通の芝居の看板書きが、西洋流の真似をして書いたのだろう、足が曲った紅毛こうもう碧眼へきがんの紳士や、身体中ひだヽヽだらけで、馬鹿に顔のふくれ上った洋装美人が、様々の恰好で、日本流の見えを切っているのだ。あんなものが今残っていたら、素敵な歴史的美術品だね。

        湯屋の番台の様な恰好をした、無蓋むがいの札売り場で、大きな板の通り札を買うと、僕等はその中へはいって行った。（僕はとうとう禁令を犯した訳だ）中も外部に劣らず汚い。土間には仕切りもなく、一面に薄よごれたアンペラが敷いてあるきりだ。しかもそこには、紙屑だとかミカンや南京豆の皮などが、一杯にちらばっていて、うっかり歩いていると、気味の悪いものが、べったり足の裏にくっつく、ひどい有様だ。だが、当時はそれで普通だったかも知れない。現にこの劇場なぞは町でも二三番目に数えられていたのだからね。

        はいってみるともう芝居は始まって居た。看板通りの異国情調に富んだ舞台面で、出て来る人物も、皆西洋人臭い扮装をしていた。僕は思った、「これは素敵だ、さすがにＲはいいものを見せてくれた」とね。なぜといって、それは当時の僕達の趣味にピッタリ当てはまる様な代物なんだから。……僕は単にそう考えていた。ところが、後になってわかったのだが、Ｒの真意はもっともっと深い所にあった。僕には芝居を見せるというよりは、そこへ出て来る一人の人物即すなわち看板の百面相役者なるものを観察させる為であった。

        芝居の筋もなかなか面白かった様に思うが、よくは覚えてないし、それにこの話には大して関係もないから、略するけれど、神出鬼没の怪美人を主人公にする、非常に変化に富んだ一種の探偵劇だった。近頃は一向流行はやらないが、探偵劇というものも悪くないね、この怪美人には座頭ざがしらの百面相役者がふんした。怪美人は警官その他の追跡者をまく為に、目まぐるしく変装する。男にも、女にも、老人にも、若人にも、貴族にも、賎民にも、あらゆる者に化ける。そこが百面相役者たるゆえんなのであろうが、その変装は実に手に入ったもので、舞台の警官などよりは、見物の方がすっかりだまされてしまうのだ。あんなのを、技神ぎしんに入るとでもいうのだろうね。

        僕がうしろの方にしようというのに、Ｒはなぜか、土間のかぶりつきの所へ席をとったので、僕達の目と舞台の役者の顔とは、近くなった時には、殆ど一間位（約百八十センチ）しか隔っていないのだ。だから、こまかい所までよく分る。ところが、そんなに近くにいても、百面相役者の変装は、ちっとも見分けられない。女なら女、老人なら老人に、なり切っているのだ。例えば、顔のしわだね。普通の役者だと、絵具で書いているので、横から見ればすぐばけの皮が現れる。ふっくらとしたほおに、やたらに黒い物をなすってあるのが、滑稽に見える。それがこの百面相役者のは、どうしてあんなことが出来るのか、本当の肉に、ちゃんとしわヽヽがきざまれているのだ。そればかりではない。変装する毎に、顔形がまるで変ってしまう。不思議でたまらなかったのは、時によって、丸顔になったり、細面になったりする。目や口が大きくなったり小さくなったりするのは、まだいいとして、鼻や耳の恰好さえひどく変るのだ。僕の錯覚だったのか、それとも何かの秘術であんなことが出来るのか、未だに疑問がとけない。

        そんな風だから、舞台に出て来ても、これが百面相役者ということは、想像もつかぬ。ただ番附を見て、僅かにあれだなと悟る位のものだ。あんまり不思議なので、僕はそっとＲに聞いてみた。

        「あれは本当に同一人なのでしょうか。もしや、百面相役者というのは、一人ではなくて、大勢の替玉を引っくるめての名称で、それが代るがわる現れているのではないでしょうか」

        実際僕はそう思ったものだ。

        「いやそうではない。よく注意してあの声を聞いてごらん。声の方は変装のようには行かぬかして、巧みに変えてはいるが、皆同一音調だよ。あんなに音調の似た人間が幾人もあるはずはないよ」

        なるほど、そう聞けば、どうやら同一人物らしくもあった。

        「僕にしたって、何も知らずにこれを見たら、きっとそんな不審を起したに相違ない」

        Ｒが説明した。

        「ところが、僕にはちゃんと予備知識があるんだ。というのは、この芝居が蓋を開ける前にね、百面相役者の××が、僕の新聞社を訪問したのだよ。そして、実際僕等の面前で、あの変装をやってみせたのだ。他の連中は、そんなことに余り興味がなさそうだったけれど、僕は実に驚嘆した。世の中には、こんな不思議な術もあるものかと思ってね。その時の××の気焔がまた、なかなか聞きものだったよ。まず欧米における変装術の歴史を述べ、現在それが如何に完成の域に達しているかを紹介し、だが、我々日本人には、皮膚や頭髪のぐあいで、そのまま真似られない点が多いので、それについて如何に苦心したか、そして、結局、どれほど巧みにそれをものにしたか、という様なことを実に雄弁にしゃべるのだ。団十郎だろうが菊五郎だろうが、日本広しといえどもおれにまさる役者はないという鼻息だ。何でもこの町を振り出しに、近く東京の檜舞台を踏んで、その妙技を天下に紹介するということだった。（彼はこの町の生まれなのだよ）その意気や愛すべしだが、可哀相に、先生芸というものを、とんだはき違えで解釈している。何よりも巧みに化けることが、俳優の第一条件だと信じ切っている。そして、かくの如く化ける事の上手な自分は、いうまでもなく天下一の名優だと心得ている。田舎から生れる芸にはよくこの類のがあるものだね。近くでいえば、熱田の神楽獅子などがそれだよ。それはそれとして、存在するだけの値うちはあるのだけれど……」

        このＲの詳しい注釈を聞いてから、舞台を見ると、そこにはまた一層の味わいがあった。そして見れば見るほど、益々深く百面相役者の妙技に感じた。こんな男がもし本当の泥棒になったら、きっと、永久に警察の目をのがれることが出来るだろうとさえ思われた。

        やがて、芝居は型の如くクライマックスに達し、カタストロフィに落ちて、惜しい大団円を結んだ。時間のたつのを忘れて、舞台に引きつけられていた僕は、最後の幕がおり切ってしまうと、思わずハッと深いため息をついたことだ。

        　

        二

        　

        劇場を出たのは、もう十時頃だった。空は相変らず曇って、そよとの風もなく、妙にあたりがかすんで見えた。二人共黙々として家路についた。Ｒがなぜ黙っていたかは、想像の限りでないが、少なくも僕だけは、あんまり不思議なものを見た為に、頭がボーッとしてしまって、物をいう元気もなかったのだ。それほど感銘を受けたものだ。さて、銘々の家への分れ道へ来ると、

        「今日はいつにない愉快な日曜でした。どうもありがとう」

        僕はそういって、Ｒに分れようとした。すると、意外にもＲは僕を呼び止めて、

        「いや、ついでにもう少しつきあってくれ給え。実はまだ君に見せたいものがあるのだ」

        という。それがもう十一時時分だよ。Ｒはこの夜ふけに、わざわざ僕を引っぱって行って、一体全体何を見せようというのだろう。僕は不審でたまらなんだけれど、その時のＲの口調が、妙に厳粛に聞えたのと、それに当時僕は、Ｒのいうことには、何でもハイハイと従う習慣になっていたものだから、それからまたＲの家まで、テクテクとついて行ったことだ。

        いわれるままに、Ｒの部屋へはいって、そこで、釣りランプの下で、彼の顔を見ると、僕はハッと驚いた。彼は真青になって、ブルブル震えてさえいるのだ。何がそうさせたのか、彼が極度に興奮していることは一目でわかる。

        「どうしたんです。どっか悪いのじゃありませんか」

        僕が心配して聞くと、彼はそれには答えないで、押入れの中から古い新聞の綴り込みを探し出して来て、一生懸命にくっていたが、やがて、ある記事を見つけ出すと震える手でそれを指し示しながら、

        「ともかく、この記事を読んで見給え」

        というのだ。それは彼の勤めていた社の新聞で、日附を見ると、ちょうど一年ばかり以前のものだった。僕は何が何だか、まるで狐につままれた様で、少しも訳が分らなかったけれど、とりあえずそれを読んでみることにした。

        見出しは「又しても首泥棒」というので、三面の最上段に、二段抜きで載せてあった。その記事の切抜きは、記念の為に保存してあるがね、見給えこれだ。

        　

        「近来諸方の寺院頻々ひんぴんとして死体発掘の厄に逢うも未だ該犯人の捕縛を見るに至らざるは時節柄がら誠になげかわしき次第なるがここにまたもや忌いまわしき死体盗難事件ありその次第を記しるさんに去る×月×日午後十一時頃×県×郡×村字あざ×所在×寺じの寺男×某（五〇）が同寺住職の言いいつけにて附近の檀家へ使つかいに行き帰途同寺境内の墓地を通過せる折柄おりから雲間を出いでし月影に一名の曲者くせものが鍬くわを振ふるって新仏にいぼとけの土まんじゅうヽヽヽヽヽを発掘せる有様を認め腰を抜かさんばかりに打驚うちおどろき泥棒泥棒と呼よばわりければ曲者もびっくり仰天ぎょうてん雲を霞とにげ失せたり届け出いでにより時を移さず×警察×分署長××氏は二名の刑事を従え現場に出張し取調べたるところ発掘されしは去る×月×日埋葬せる×村字××番屋敷××××の新墓地なる事判明せるが曲者は同人の棺桶を破壊し死体の頭部を鋭利なる刄物を以もって切断しいずこにか持去れるものの如く無慚なる首なし胴体のみ土にまみれて残り居れり一方急報により×裁判所××検事は現場に急行し×署楼上に捜査本部を設け百方手を尽して犯人捜査につとめたるも未だ何等なんらの手掛りを発見せずと該事件のやり口を見るに従来諸方の寺院を荒し廻りたる曲者のやり口と符節を合すが如く恐らく同一人の仕業なるべく曲者は脳髄の黒焼が万病にきき目ありという古来の迷信によりかかる挙に出でしものならんか去るにても世にはむごたらしき人鬼もあればあるものなり。」

        　

        そして終りに「因ちなみに」とあって、当時までの被害寺院と首を盗まれた死人の姓名とが、五つ六つ列記してある。

        僕はその日、頭がよほど変になっていた。天候がそんなだったせいもあり、一つは奇怪な芝居を見たからでもあろうが、何となく物におびえ易くなっていた。で、このいまわしい新聞記事を読むと、Ｒがなぜこんなものを僕に読ませたのか、その意味は少しも分らなんだけれど、妙に感動してしまって、この世界が何かこうドロドロした血みどろのもので、みたされている様な気がし出したものだ。

        「随分ひどいですね。一人でこんなにたくさん首を盗んで、黒焼屋にでも売込むのでしょうかね」

        Ｒは僕が新聞を読んでいる間に、やっぱり押入れから、大きな手文庫を出して来て、その中をかき廻していたが、僕が顔を上げてこう話しかけると、

        「そんなことかも知れない。だが、ちょっとこの写真を見てごらん。これはね、僕の遠い親戚に当るものだが、この老人も首をとられた一人なんだよ。そこの『因みに』という所に××××という名前があるだろう、これはその××××老人の写真なんだ」

        そういって、一葉の古ぼけた手札形の写真を示した。見ると裏には、間違いなく新聞のと同じ名前が、下手な手蹟でしたためてある。なるほどそれでこの新聞記事を読ませたのだな。僕は一応合点することが出来た。しかしよく考えて見ると、こんな一年も前の出来事を何故今頃になって、しかもよる夜中、わざわざ僕に知らせるのか、その点がどうも解げせない。それに、さっきからＲがいやに興奮している様子も、おかしいのだ。僕はさも不思議そうにＲの顔を見つめていたに相違ない。すると彼は、

        「君はまだ気がつかぬ様だね。もう一度その写真を見てごらん。よく注意して。……それを見て何か思い当る事柄はないかね」

        というのだ。僕はいわれるままに、その白髪頭の、しわだらけの田舎ばばの顔を、さらにつくづくながめたことだが、すると、君、僕はあぶなくアッと叫ぶ所だったよ。そのばばあの顔がね、さっきの百面相役者の変装の一つと、もう寸分違わないのだ。しわヽヽのより方、鼻や口の恰好、見れば見るほどまるで生き写しなんだ。僕は生涯の中で、あんな変な気持を味わった事は、二度とないね。考えて見給え、一年前に死んで、墓場へ埋められて、おまけに首まで切られた老婆が、少なくとも彼女と一分一厘違わないある他の人間が（そんなものはこの世にいるはずがない）××観音の芝居小屋で活躍しているのだ。こんな不思議なことがあり得るものだろうか。

        「あの役者が、どんなに変装がうまいとしてもだ、見も知らぬ実在の人物と、こうも完全に一致することが出来ると思うかね」

        Ｒはそういって、意味ありげに僕の顔をながめた。

        「いつか新聞社であれを見た時には、僕は自分の眼がどうかしているのだと思って、別段深くも考えなかった。が、日がたつに随ってどうも何となく不安で堪らない。そこで、今日は幸い君の来るのが分っていたものだから、君にも見くらべてもらって、僕の疑問を晴らそうと思ったのだ。ところが、これじゃ疑いが晴れるどころか、益々僕の想像が確実になって来た。もう、そうでも考える他には、この不思議な事実を解釈する方法がないのだ」

        そこでＲは一段と声を低め、非常に緊張した面色おももちになって、

        「この想像は非常に突飛とっぴな様だがね。しかし満更不可能な事ではない。まず当時の首泥棒と今日の百面相役者とが同一人物だと仮定するのだ。（あの犯人はその後捕縛されてはいないのだから、これはあり得ることだ）で、最初は、あるいは死体の脳味噌をとるのが目的だったかも知れない。だが、そうして沢山の首を集めた時、彼が、それらの首の脳味噌以外の部分の利用法を、考えなかったと断定することは出来ない。一般に犯罪者というものは、異常な名誉心を持っているものだ。それに、あの役者は、さっきも話した通り、うまく化ける事が俳優の第一条件で、それさえ出来れば、日本一の名声を博するものと、信じ切っている。なおその上に、首泥棒で偶然芝居好きででもあったと仮定すれば、この想像説は益々確実性を帯びて来るのだ。君、僕の考えは余り突飛過ぎるだろうか。彼が盗んだ首から様々の人肉の面を製造したという、この考えは……」

        おお、「人肉の面」！　何という奇怪な、犯罪者の独創であろう。なるほど、それは不可能なことではない。巧みに顔の皮をはいで、剥製はくせいにして、その上から化粧を施せば、立派な「人肉の面」が出来上るに相違ない。では、あの百面相役者の、その名にふさわしい幾多の変装姿はそれぞれに、かつてこの世に実在した人物だったのか。

        僕は、あまりのことに、自分の判断力を疑った。その時の、Ｒや僕の理論に、どこか非常な錯誤があるのではないかと疑った。一体「人肉の面」を被って、平気で芝居を演じ得る様なそんな残酷な人鬼が、この世に存在するであろうか。だが、考えるに随って、どうしても、その他には想像のつけようがないことが分って来た。僕は一時間前に、現にこの目で見たのだ。そして、それと寸分違わぬ人物が、ここに写真の中に居るのだ。またＲにしても、彼は日頃冷静を誇っている程の男だ。よもやこんな重大な事柄を、誤って判断することはあるまい。

        「もしこの想像が当っているとすると（実際この他に考え様がないのだが）すてておく訳には行かぬ。だが、今すぐこれを警察に届けたところで相手にしてくれないだろう。もっと確証を握る必要がある。例えば百面相役者の荷物の中から、「人肉の面」そのものを探し出すという様な。ところで、幸い僕は新聞記者だし、あの役者に面識もある。これは一つ、探偵の真似をして、この秘密をあばいてやろうかな。……そうだ。僕は明日からそれに着手しよう。もしうまく行けば、親戚の老婆の供養にもなることだし、また社に対しても非常な手柄だからね」

        遂にはＲは、決然として、こういう意味のことをいった。僕もたしかそれに賛意を表した。二人はその晩二時頃までも、非常に興奮して語り続けた。

        さあそれからというものは、僕の頭はこの奇怪な「人肉の面」で一杯だ。学校で授業をしていても、家で本を読んでいても、ふと気がつくと、いつの間にかそれを考えている。Ｒは今頃どうしているだろう。うまくあの役者に近づくことが出来たかしら。そんなことを想像すると、もう一刻もじっとしていられない。そこで、あの芝居を見た翌々日だったかに、僕はまたＲを訪問した。

        行ってみると、Ｒはランプの下で熱心に読書していた。本は例によって、篤胤の「鬼神論」とか「古今妖魅考」とかいう種類のものだった。

        「やあ、この間は失敬した」

        僕があいさつすると、彼は非常に落ついてこう答えた。僕はもう、ゆっくり話しの順序など考えている余裕はない。すぐさま例の問題を切り出した。

        「あれはどうでした。少しは手がかりがつきましたか」

        Ｒは少し怪訝そうな顔で、

        「あれとは？」

        「ほら、例の『人肉の面』の一件ですよ。百面相役者の」

        僕が声を落としてさも一大事という調子で、こう聞くとね。驚いたことには、Ｒの顔が妙に歪み出したものだ。そして、今にも爆発しようとする笑い声を、一生懸命かみ殺している声音で、

        「ああ『人肉の面」か、あれはなかなか面白かったね」

        というのだ。僕は何だか様子が変だと思ったけれど、まだ分らないで、ボンヤリと彼の顔を見つめていた。すると、Ｒにはその表情が余程間が抜けて見えたに相違ない。彼はもう堪らないという様子で、急にゲタゲタ笑い出したものだ。

        「ハハハハハ、あれは君、空想だよ。そんな事実があったら、さぞ愉快だろうという僕の空想に過ぎないのだよ。……なるほど、百面相役者は実際珍しい芸人だが、まさか『人肉の面』をつける訳でもなかろう。それから、首泥棒の方は、これは、僕の担当した事件で、よく知っているが、その後ちゃんと犯人が上っている。だからね、この二つの事実の間には、何の関係もないのさ。僕が、それをちょっと空想でつなぎ合せてみただけなのだ。ハハハハ。ああ、例の老婆の写真かい。僕にあんな親戚なぞあるものか。あれはね、実は新聞社で写した、百面相役者自身の変装姿なのだよ。それを古い台紙にはりつけて、手品の種に使ったという訳さ。種明しをしてしまえば何でもないが、でもこの間は面白かっただろう。この退屈極まる人生もね、こうして、自分の頭で創作した筋を楽しんで行けば、相当愉快に暮せようというものだよ。ハハハハ」

        これで、この話しはおしまいだ。百面相役者はその後どうしたのか、一向うわさを聞かない。おそらく、旅から旅をさすらって、どこかの田舎で朽ちはててしまったのでもあろうか。

        

        　

        　

        　

    

    
        木馬は廻る

        

        　

        　

        「ここはお国を何百里、離れて遠き満州の……」

        ガラガラ、ゴットン、ガラガラ、ゴットン、廻転木馬は廻るのだ。

        今年五十幾歳いくさいの格二郎かくじろうは、好きからなったラッパ吹きで、昔はそれでも、郷里の町の活動館の花形音楽師だったのが、やがてはやり出した管絃楽というものに、けおされて、「ここはお国」や「風と波と」では、一向雇い手がなく、遂には披露目やの、徒歩楽隊となり下って、十幾年の長の年月を荒い浮世の波風に洗われながら、日にち毎日、道行く人の嘲笑の的となって、でも、好きなラッパが離されず、たとえ離そうと思ったところで、他に生計の道とてはなく、一つは好きの道、一つは仕様事しようことなしの、楽隊暮しを続けているのだった。

        それが、去年の末、披露目やから差向けられて、この木馬館へやって来たのが縁となり、今では常傭じょうやといの形で、ガラガラ、ゴットン、ガラガラ、ゴットン、廻る木馬の真中の、一段高い台の上で、台には紅白の幔幕まんまくを張り廻めぐらし、彼等の頭の上からは、四方に万国旗が延びている、そのけばけばしい装飾台の上で、金モールの制服に、赤ラシャの楽隊帽、朝から晩まで、五分毎に、監督さんの合図の笛がピリピリと鳴り響く毎に、「ここはお国を何百里、離れて遠き満州の……」と、彼の自慢のラッパをば、声はり上げて吹き鳴らすのだ。

        世の中には、妙な商売もあったものだな。一年三百六十五日、手垢で光った十三匹の木馬と、クッションの利かなくなった五台の自動車と、三台の三輪車と、背広服の監督さんと、二人の女切符きっぷ切りと、それが、廻り舞台の様な板の台の上でうまずたゆまず廻っている。すると、嬢じょうちゃんや坊ちゃんが、お父さんやお母さんの手を引っぱって、大人は自動車、子供は木馬、赤ちゃんは三輪車そして、五分間のピクニックを、何とまあ楽しそうに乗り廻していることか。休日の小僧さん、学校帰りの腕白、中には色気盛りの若い衆までが「ここはお国を何百里」と、喜び勇んで、お馬の背中で躍るのだ。

        すると、それを見ているラッパ吹きも、太鼓たいこ叩きも、よくもまあ、あんな仏頂面ぶっちょうづらがしていられたものだと、よそ目には滑稽にさえ見えているのだけれど、彼等としては、そうして思い切り頬をふくらしてラッパを吹きながら、撥ばちを上げて太鼓を叩きながら、いつの間にやら、お客様と一緒になって、木馬の首を振る通りに楽隊を合せ、無我夢中で、メリイ、メリイ、ゴー、ラウンドと、彼等の心も廻るのだ。廻れ廻れ、時計の針の様に、絶えまなく。お前が廻っている間は、貧乏のことも、古い女房のことも、鼻たれ小僧の泣き声も、南京米のお弁当のことも、梅干一つのお菜さいのことも、一切がっさい忘れている。この世は楽しい木馬の世界だ。そうして今日も暮れるのだ。明日も、あさっても暮れるのだ。

        毎朝六時がうつと、長屋の共同水道で顔を洗って、ポンポンと、よく響く拍手かしわでで、今日様を礼拝して、今年十二歳の、学校行きの姉娘が、まだ台所でごてごてしている時分に、格二郎は、古女房の作ってくれた弁当箱をさげて、いそいそと木馬館へ出勤する。姉娘がお小遣こづかいをねだったり、癇持かんもちの六歳の息子が泣きわめいたり、何ということだ、彼にはその下にまだ三歳の小倅こせがれさえあって、それが古女房の背中で鼻をならしたり、そこへ持って来て、当の古女房までが、借金が払えないといっては、ヒステリィを起したり、そういうもので充みたされた、裏長屋の九尺二間（約六メートル三十センチ）をのがれて、木馬館の別天地へ出勤することは、彼にはどんなにか楽しいものであったのだ。そして、その上に、あの青いペンキ塗りの、バラック建ての木馬館には、「ここはお国を何百里」と終日廻めぐる木馬の他に、吹きなれたラッパの他に、もう一つ、彼を慰めるものが、待っていさえしたのである。

        木馬館では、入口に切符売場がなくて、お客様は、勝手に木馬に乗ればよいのだ。そして半分程も木馬や自動車がふさがってしまうと、監督さんが笛を吹く、ドンガラガッガと木馬が廻る、すると二人の青い布の洋服みたいなものを着た女達が、肩から車掌の様な鞄をさげて、お客様の間を廻り歩き、お金と引換えに切符を切って渡すのだ。その女車掌の一方は、もう三十を大分過ぎた、彼の仲間の太鼓叩きの女房で、おさんどんが洋服を着た格好なのだが、もう一方のは十八歳の小娘で、無論木馬館へ雇われる程の娘だから、とてもカフェの女給の様に美しくはないけれど、でも女の十八と云えば、やっぱり、どことなく人を惹きつける所があるものだ。青い木綿の洋服が、しっくり身について、それの小皺こじわの一つ一つにさえ豊かな肉体のうねりが、艶なまめかしく現れているのだし、青春の肌の香りが、木綿を通してムッと男の鼻をくすぐるのだし、そして、容貌はと云えば、美しくはないけれど、どことなくいとしげヽヽヽヽで、時々は、大人の客が切符を買いながら、からかって見ることもあり、そんな場合には、娘の方でも、ガクンガクンと首を振る、木馬のたてがみヽヽヽヽに手をかけて、いくらか嬉しそうにからかわれてもいたのである。名はお冬ふゆといって、それが格二郎の、日毎の出勤を楽しくさせた所の、実を云えば、最も主要な原因であったのだ。

        年齢がひどく違っている上に、彼の方にはチャンとした女房もあり、三人の子供まで出来ている、それを思えば、「色恋」の沙汰は余りに恥しく、事実また、その様な感情からではなかったのかも知れないけれど、格二郎は、毎朝、煩わしい家庭をのがれて、木馬館に出勤して、お冬の顔を一目見ると、妙に気持がはればれしくなり、口を利き合えば、青年の様に胸が躍って、年にも似合わず臆病になって、それ故に一層嬉しく、もし彼女が欠勤でもすれば、どんなに意気込んでラッパを吹いても、何かこう気が抜けた様で、あの賑やかな木馬館が、妙にうそ寒く物淋しく思われるのであった。

        どちらかと云えば、みすぼらしい、貧乏娘のお冬を、彼がそんな風に思う様になったのは、一つは己れの年を顧かえりみて、そのみすぼらしい所が、却って、気安く、ふさわしく感じられもしたのであろうが、又一つには、偶然にも、彼とお冬とが同じ方角に家を持っていて、仕事が終わって帰る時には、いつも道連れになり、口を利き合う機会が多く、お冬の方でも、なついて来れば、彼の方でも、そんな小娘と仲をよくすることを、そう不自然に感じなくても済むという訳であった。

        「じゃあ、またあしたね」

        そして、ある四つ辻で別れる時には、お冬はきまったように、少し首をかしげて、多少甘ったるい口調で、こんな挨拶をしたのである。

        「ああ、あしたね」

        すると格二郎も、ちょっと子供になって、あばよ、という様な訳で、弁当箱をガチャガチャ云わせて、手をふりながら挨拶するのだ。そして、お冬のうしろ姿を、それが決して美しい訳ではないのだが、むしろ余りにみすぼらしくさえあるのだが、眺め眺め、かすかに甘い気持にもなるのであった。

        お冬の家の貧乏も、彼の家のと、大差のないことは、彼女が館から帰る時に、例の青木綿の洋服をぬいで、着換えをする着物からでも、充分に想像することが出来るのだし、又彼と道づれになって、露店の前などを通る時、彼女が目を光らせて、さも欲しそうに覗いている装身具の類を見ても、「あれ、いいわねえ」などと、往来の町家の娘達の身なりを羨望する言葉を聞いても、かわいそうに彼女のお里は、すぐに知れてしまうのであった。

        だから、格二郎にとって、彼女の歓心を買うことは、彼の軽い財布を以もってしても、ある程度まではさして難しい訳でもないのだ。一本の花かんざし、一杯のおしるこ、そんなものにでも、彼女は充分、彼の為に可憐な笑顔を見せてくれるのであった。

        「これ、駄目でしょ」彼女はある時、彼女の肩にかかっている流行おくれのショールを、指の先でもてあそびながら云ったものである。だから、無論それはもう寒くなり始めた頃なのだが「おととしのですもの、みっともないわね。あたしあんなのを買うんだわ。ね、あれいいでしょ。あれが今年のはやりなのよ」彼女はそう云って、ある洋品店の、ショーウインドウの中の立派なのではなくて、軒の下に下っている、値の安い方のを指さしながら、「あああ、早く月給日が来ないかな」とため息をついたものである。

        なるほど、これが今年の流行だな。格二郎は始めてそれに気がついて、お冬の身にしては、さぞ欲しいことであろう。もし安いものなら財布をはたいて買ってやってもいい、そうすれば彼女はまあどんな顔をして喜ぶだろう。と軒下へ近づいて、正札を見たのだが、金七円何十銭というのに、とても彼の手に合わないことを悟ると、同時に、彼自身の十二歳の娘のことなども思い出されて、今更ながら、この世が淋しくなるのであった。

        その頃から、彼女は、ショールのことを口にせぬ日がない程に、それを彼女自身のものにするのを、つまり月給を貰う日を待ち兼ねていたものだ。ところが、それにも拘かかわらず、さて月給日が来て二十幾円かの袋を手にして、帰り道で買うのかと思っていると、そうではなくて、彼女の収入は、一度全部母親に手渡さなければならないらしく、そのまま例の四辻で、彼と別れたのだが、それから、今日は新しいショールをして来るか、明日は、かけて来るかと、格二郎にしても、我事の様に待っていたのだけれど、一向その様子がなく、やがて半月程にもなるのに、妙なことには、彼女はその後少しもショールのことを口にしなくなり、あきらめ果てたかの様に、例の流行おくれの品を肩にかけて、でも、しょっちゅう、つつましやかな笑顔を忘れないで、木馬館への通勤を怠おこたらぬのであった。

        その可憐な様子を見ると、格二郎は、彼自身の貧乏については、かつて抱いたこともない、ある憤いきどおりの如きものを感じぬ訳には行かなかった。わずか七円何十銭の金が、そうかと云って、彼にもままにならぬことを思うと、一層むしゃくしゃしないではいられなかった。

        「やけに、鳴らすね」

        彼の隣に席をしめた、若い太鼓叩きが、ニヤニヤしながら彼の顔を見た程も、彼は、滅茶苦茶にラッパを吹いてみた。「どうにでもなれ」というやけくそな気持ちだった。いつもは、クラリネットに合せて、それが節を変えるまでは、同じ唱歌を吹いているのだが、その規則を破って、彼のラッパの方からドシドシ節を変えて行った。

        「金比羅舟々こんぴらふねふね、……おいてに帆ほかけて、しゅらしゅしゅら」

        と彼は首をふりふり、吹き立てた。

        「奴やっこさん、どうかしてるぜ」

        他の三人の楽隊達が、思わず目を見合せて、この老ラッパ手の、狂燥きょうそうを、いぶかしがった程である。

        それは、ただ一枚のショールの問題には止まらなかった。日頃のあらゆる憤懣ふんまんが、ヒステリィの女房のこと、やくざな子供達のこと、貧乏のこと、老後の不安のこと、もはや帰らぬ青春のこと、それらが、金比羅舟々の節廻しを以て、やけにラッパを鳴らすのであった。

        そして、その晩もまた、公園をさまよう若者達が「木馬館のラッパが、馬鹿によく響くではないか。あのラッパ吹き奴、きっと嬉しいことでもあるんだよ」と、笑い交す程も、それ故に、格二郎は、彼とお冬との歎きをこめて、いやいや、そればかりではないのだ、この世のありとある、歎きの数々を一管のラッパに託して、公園の隅から隅まで響けとばかり、吹き鳴らしていたのである。

        無神経の木馬共は、相変らず時計の針の様に、格二郎達を心棒にして、絶え間もなく廻っていた。それに乗るお客達も、それを取まく見物達も、彼等もまた、あの胸の底には、数々の苦労を秘めているのであろうか、でも、上辺うわべはさも楽しそうに、木馬と一緒に首をふり、楽隊の調子に合せて足を踏み、「風と波とに送られて……」と、しばし浮世の波風を、忘れ果てた様である。

        だが、その晩は、この何の変化もない、子供と酔っぱらいのお伽の国に、というよりは、老ラッパ手格二郎の心に、少しばかりの風波を、齎もたらすものがあったのである。

        あれは、公園雑沓ざっとうの最高潮に達する、夜の八時から九時の間であったかしら、その頃は木馬を取りまく見物も、大げさに云えば黒山の様で、そんな時に限って、生酔なまよいの職人などが、木馬の上で妙な格好をして見せて、見物の間に、なだれヽヽヽの様な笑い声が起るのだが、そのどよめきをかき分けて、決して生酔いではない、一人の若者が、ちょうど止った木馬台の上へヒョイと飛びのったものである。

        たとえ、その若者の顔が少しばかり青ざめていようと、そぶりがそわそわしていようと、雑沓の中で、誰気づく者もなかったが、ただ一人、装飾台の上の格二郎だけは、若者の乗った木馬がちょうど彼の目の前にあったのと、乗るがいなや、待兼ねた様に、お冬がそこへ駈けつけて、切符を切ったのとで、つまり半ばねたみ心から、若者の一挙一動を、ラッパを吹きながら正面を切った、その眼界の及ぶ限り、いわば見張っていたのである。どうした訳か、切符を切って、もう用事は済んだ筈なのに、お冬は若者の側から立去らず、そのすぐ前の自動車のもたれに手をかけて、思わせぶりに身体をくねらせて、じっとしているのが、彼にしては、一層気に懸りもしたのであろうか。

        が、その彼の見張りが、決して無駄でなかったことには、やがて木馬が二廻りもしない間に、木馬の上で、妙な格好で片方の手を懐中に入れていた若者が、その手をスルスルと抜き出して、目は何食わぬ顔で外の方を見ながら、前に立っているお冬の洋服の、お尻のポケットへ、何か白いものを、それが格二郎には、確かに封筒だと思われたのだが、手早くおし込んで、元の姿勢に帰ると、ホッと安心のため息を洩した様に見えたのだ。

        「付け文かな」

        ハッと息を呑んで、ラッパを休んで、格二郎の目は、お冬のお尻へ、そこのポケットから封筒らしいものの端が、糸の様に見えているのだが、それに釘づけにされた形であった。もし彼が、以前の様に冷静であったなら、その若者の、顔は綺麗だが、いやに落ちつきのない目の光りだとか、異様にそわそわした様子だとか、それから又、見物の群衆に混って、若者の方を意味ありげに睨んでいる顔なじみの角袖の姿などに、気づいたでもあろうけれど、彼の心は、もっと他の物で充たされていたものだから、それどころではなく、ただもうねたましさと云い知れぬ淋しさで、胸が一杯なのだ。だから若者のつもりでは、角袖の眼をくらまそうとして、さも平気らしく、そばのお冬に声をかけてみたり、はては、からかったりしているのが、格二郎には一層腹立たしくて、悲しくて、それに又、あのお冬奴め、いい気になって、いくらか嬉しそうにさえして、からかわれている様子はない。ああ、俺は、どこに取柄があってあんな恥知らずの、貧乏娘と仲よしになったのだろう。馬鹿奴、馬鹿奴、お前は、あのすべた奴に、もし出来れば、七円何十銭のショールを買ってやろうとさえしたではないか。ええ、どいつもこいつも、くたばってしまえ。

        「赤い夕日に照らされて、友は野末の石の下」

        そして、彼のラッパは益々威勢よく、益々快活に鳴り渡るのである。

        さて、しばらくして、ふと見ると、もう若者はどこへ行ったか、影もなく、お冬は、外の客の側に立って、何気なく、彼女の勤めの切符切りにいそしんでいる。そして、そのお尻のポケットには、やっぱり糸の様な封筒の端が見えているのだ。彼女は付け文されたことなど少しも知らないでいるらしい。それを見ると、格二郎は又しても、未練がましく、そうなると、やっぱり無邪気に見える彼女の様子がいとしくて、あの綺麗な若者と競争をして、打勝つ自信などは毛頭ないのだけれど、出来ることなら、せめて一日でも二日でも、彼女との間柄を、今まで通り混り気のないものにして置きたいと思うのである。

        もしお冬が付け文を読んだなら、そこには、どうせ歯の浮く様な殺し文句が並べてあるのだろうが、世間知らずの彼女にしては、恐らく生れて始めての恋文でもあろうし、それに相手があの若者であってみれば、（その時分他に若い男のお客なぞはなく、ほとんど子供と女ばかりだったので、付け文の主は立所に分る筈だ）どんなにか胸躍らせ、顔をほてらせて、甘い気持になることであろう。それからは、定めし物思い勝ちになって、彼とも以前の様には口を利いてもくれなかろう。ああ、そうだ、いっそのこと、折を見て、彼女があの付け文を読まない先に、そっとポケットから引抜いて、破り捨ててしまおうかしら。無論、その様な姑息な手段で、若い男女の間を裂き得ようとも思わぬけれど、でもたった今宵一夜でも、これを名残りに元のままの清い彼女と言葉が交しておきたかった。

        それからやがて十時頃でもあったろうか。活動館がひけたかして、一しきり館の前の人通りが賑やかになったあとは、一時にひっそりとしてしまって、見物達も、公園生はえ抜きのチンピラ共の他は、大抵帰ってしまい、お客様も二三人来たかと思うと、あとが途絶える様になった。そうなると、館員達は帰りを急いで、中には、そっと板囲いの中の洗面所へ、帰支度の手を洗いに入ったりするのである。格二郎も、お客の隙を見て、楽隊台を降りて、別に手を洗うつもりはなかったけれど、お冬の姿が見えぬので、もしや洗面所ではないかと、その板囲いの中へ入ってみた。すると、偶然にも、ちょうどお冬が洗面台に向うむきになって、一生懸命顔を洗っている、そのムックリふくらんだお尻の所に、さきほどの付け文が、半分ばかりもはみ出して、今にも落ちそうに見えるのだ。格二郎は、最初からその気で来たのではなかったけれど、それを見るとふと抜取る心になって、

        「お冬坊、手廻しがいいね」

        と云いながら、何気なく彼女の背後に近寄り、手早く封筒を引抜くと、自分のポケットへ落し込んだ。

        「あら、びっくりしたわ。アア、おじさんなの、あたしは又、誰かと思った」

        すると彼女は、何か彼がいたずらでもしたのではないかと気を廻して、お尻を撫で廻しながら、ぬれた顔をふり向けるのであった。

        「まあ、たんと、おめかしをするがいい」

        彼はそう云い捨てて、板囲いを出ると、その隣の機械場の隅に隠れて、抜取った封筒を開いてみた。と、今それをポケットから出す時に、ふと気がついたのだが、手紙にしては何だか少し重味が違う様に思われるのだ。で、急いで封筒の表を見たが、宛名は、妙なことには、お冬ではなくて、四角な文字で、難しい男名前が記され、裏はと見ると、どうしてこれが恋文なものか、活版刷りで、どこかの会社の名前が、所番地、電話番号までも、こまごまと印刷されてあるのだった。そして、中味は、手の切れる様な十円札が、ふるえる指先で勘定してみると、ちょうど十枚、他でもない、それは誰かの月給袋なのである。

        一瞬間、夢でも見ているか、何かとんでもない間違いをしでかした感じで、ハッとうろたえたけれど、よくよく考えて見れば、一途に付け文だと思い込んだのが彼の誤りで、さっきの若者は、多分スリででもあったのか、そして、巡査に睨まれて、逃げ場に困り、暢気そうに木馬に乗ってごまかそうとしたのだけれど、まだ不安なので、スリ取ったこの月給袋を、ちょうど前にいたお冬のポケットにそっと入れておいたものに相違ない、ということが分って来た。

        すると、その次の瞬間には、彼は何か大儲けをした様な気持ちになって来るのであった。名前が書いてあるのだから、スラれた人は分っているけれど、どうせ当人はあきらめているだろうし、スリの方にしても、自分の身体の危いことだから、まさか、あれは俺のだと云って、取返しに来ることもなかろう。もし来た所で、知らぬと云えば、何の証拠もないことだ。それに本人のお冬は実際少しも知らないのだから、結局うやむやに終ってしまうのは知れている。とすると、この金は俺の自由に使ってもいい訳だな。

        だが、それでは、お天道様に済むまいぞ。勝手な云い訳をつけてみた所で、結局は盗人の上前をはねることだ。お天道様は見通しだ。どうしてそのまま済むものか。だが、お前は、そうしてお人好しにビクビクしていたばっかりに、今日が日まで、このみじめな有様を続けているのではないか。天から授かったこのお金を、むざむざ捨てることがあるものか。済む済まぬは第二として、これだけの金があれば、あのかわいそうな、いじらしいお冬の為に、思う存分の買物がしてやれるのだ。いつか見たショーウィンドウの高い方のショールや、あの子の好きな臙脂色えんじいろの半襟や、ヘヤピンや、それから帯だって、着物だって、倹約をすれば一通りは買い揃えることが出来るのだ。

        そうして、お冬の喜ぶ顔を見て、真しんから感謝をされて、一緒に御飯でもたべたら……ああ、今俺には、ただ決心さえすれば、それがなんなく出来るのだ。ああ、どうしよう、どうしよう。

        と、格二郎は、その月給袋を胸のポケット深く納めて、その辺をうろうろと行ったり来たりするのであった。

        「あら、いやなおじさん。こんな所で何をまごまごしてるのよ」

        それがたとえ安白粉やすおしろいにもせよ。のびが悪くて顔がまだらに見えるにもせよ。ともかく、お冬がお化粧をして、洗面所から出て来たのを見ると、そして、彼にしては胸の奥をくすぐられる様なその声を聞くと、ハッと妙な気になって、夢の様に、彼はとんでもないことを口走ったのである。

        「オオ、お冬坊、今日は帰りに、あのショールを買ってやるぞ。俺は、ちゃんと、そのお金を用意して来ているのだ。どうだ。驚いたか」

        だが、それを云ってしまうと、他の誰にも聞えぬ程の小声ではあったものの、思わずハッとして、口を蓋したい気持だった。

        「あら、そうお、どうも有難う」

        ところが、可憐なお冬坊は、他の娘だったら、何とか冗談の一つも利いて、からかい面づらをしようものを、すぐ真まに受けて、真から嬉しそうに、少しはにかんで、小腰をかがめさえしたものだ。となると、格二郎も今更後へは引かれぬ訳である。

        「いいとも、館がはねたら、いつもの店で、お前のすきなのを買ってやるよ」

        でも、格二郎は、さも浮き浮きと、そんなことを受合いながらも、一つには、いい年をした爺さんが、こうして、十八の小娘に夢中になっているかと思うと、消えてしまいたい程恥しく、一言物を云ったあとでは、何とも形容の出来ぬ、胸の悪くなる様な、はかない様な、寂しい様な、変な気持に襲われるのと、もう一つは、その恥しい快楽を、自分の金でもあることか、泥棒のうわ前をはねた、不正の金によって、得ようとしているあさましさ、みじめさが、じっとしていられぬ程に心を責め、お冬のいとしい姿の向うには、古女房のヒステリィ面、十二を頭に三人の子供達のおもかげ、そんなものが、頭の中を万字巴まんじともえとかけ巡めぐって、もはや物事を判断する気力もなく、ままよ、なるようになれとばかり、彼は突如として大声に叫び出すのであった。

        「機械場のお父つぁん、一つ景気よく馬を廻しておくんなさい。俺あ一度こいつに乗って見たくなった。お冬坊、手がすいているなら、お前も乗んな、そっちのおばさん、いや失敬失敬、お梅さんも、乗んなさい。ヤア、楽隊屋さん。一つラッパ抜きで、やっつけて貰おうかね」

        「馬鹿馬鹿しい。お止しよ。それよか、もう早く片づけて帰ることにしようじゃないか」

        お梅という年増の切符切りが、仏頂面をして応じた。

        「イヤ、なに、今日はちっとばかり、心嬉しいことがあるんだよ。ヤア、皆さん、あとで一杯ずつおごりますよ。どうです。一つ廻してくれませんか」

        「ヒヤヒヤ、よかろう。お父つぁん、一廻し廻してやんな。監督さん、合図の笛を願いますぜ」

        太鼓叩きが、お調子にのって怒鳴った。

        「ラッパさん、今日はどうかしているね。だが余り騒がない様に頼みますぜ」

        監督さんが苦笑いをした。

        で結局、木馬は廻り出したものだ。

        「さあ、一廻り、それから、今日は俺がおごりだよ。お冬坊も、お梅さんも、監督さんも、木馬に乗った乗った」

        酔っぱらいの様になった格二郎の前を、背景の、山や川や海や、木立や、洋館の遠見なぞが、ちょうど汽車の窓から見る様に、うしろへ、うしろへと走り過ぎた。

        「バンザーイ」

        たまらなくなって、格二郎は木馬の上で両手を拡げると、万歳ばんざいを連呼した。ラッパ抜きの変妙な楽隊が、それに和して鳴り響いた。

        「ここはお国を何百里、離れて遠き満洲の……」

        そして、

        ガラガラ、ゴットン、ガラガラ、ゴットン、廻転木馬は廻るのだ。

        

        　

        　

        　

    

    
        怪人と少年探偵

        

        　

        作者のことば

        　

        怪人二十面相は魔法使いのようなふしぎな泥棒です。二十のちがった顔を持つといわれる変装の名人です。名探偵明智小五郎の助手小林少年と少年探偵団の団員たちは、この怪人をむこうにまわして、知恵の戦いをいどむのです。

        「こども家の光」昭和三十五年八月号

        

        　

        　

        泥棒人形

        　

        ここは東京のまんなかにある、大きなデパートの紳士服売り場です。時は、真夜中です。

        真夜中のデパートは、昼間の混雑にひきかえて、ものすごいほど、静かです。

        陳列台には、みな白い布がかけてあるので、まるで白い墓がならんでいるようなかんじです。

        守衛が二人ずつ一組になって、大きな懐中電灯を照らしながら、たえずデパートの中を、見まわっています。いま、ちょうど、二人づれの守衛が、洋服売り場へやってきました。

        売り場には、洋服の布地などが、いっぱいかけてあります。そのまえに、洋服をきた男の人形が、いくつも立っているのです。

        懐中電灯のまるい光が、その人形の一つの顔を、照らしました。

        はでな、しまの背広をきた人形です。その顔は、色のついたビニールをぬったもので、できていて、目やまゆげが、黒い絵の具で、書いてあるのです。

        懐中電灯の光は、その顔を、スッと、かすめて、むこうへ、遠ざかっていきました。

        そして、二人の守衛の姿が、階段のほうへ、消えていったかとおもうと、へんなことがおこりました。

        いまの人形が、かすかに身うごきをしたのです。遠くに小さな電灯が、ついているだけで、あたりは、うすぐらいのですが、たしかに人形は、動いたようです。

        それから、もっと、妙なことが、始まったのです。人形の手が、そっと上のほうへ、あがっていって、目のへんを、なでました。すると、人形の目がパッチリ、開いたではありませんか。目のところだけが、ふたのように開くしかけになっているらしいのです。

        その開いた、二つのあなから、のぞいているのは、生きた人間の目でした。パチパチと、まばたきをして、目の玉が、キョロキョロと、動くのです。

        人形のからだが、フラフラと、ゆれたかとおもうと、足を高く上げて、その陳列場の、低いかこいを、またぎこし、そのまま、通路を歩いていくではありませんか。

        人形が歩くのです。

        やがて、人形は、階段を上り始めました。うすぐらい階段を、まるで夢遊病者のように、のぼっていくのです。階段を二つのぼると、そこは時計や宝石の売り場でした。

        人形は、宝石の陳列棚にかぶせてある、白い布をまくると、ポケットから、合鍵をとりだして、厚いガラスの戸をあけました。

        そして、陳列棚の中へ、手を入れて、ダイヤの指輪や、真珠の首かざりなどを、手あたりしだいに、つかみとると、それをみんな、自分のワイシャツの中の、腹巻きに、しまいこんでしまいました。

        この人形は、宝石泥棒だったのです。泥棒が人形にばけて、洋服売り場に立っていて、夜のふけるのをまって、仕事を始めたのです。

        たくさんの宝石をぬすんでしまうと、人形は階段をおりて、洋服売り場にかえり、なにくわぬ顔で、もとの場所に、立ちました。もう目のふたを、しめたとみえて、絵の具で書いた人形の目です。顔も、手も、からだも、どこから見ても、人形です。まるでかかしのように、シャンと立って身うごきもしません。

        　

        ふしぎな変装

        　

        あくる日の朝になりました。デパートの店員たちが、売り場へやってきました。そして、陳列台の白い布を、とりのけたり、そのへんの、掃除をしたりしました。

        あの泥棒人形は、もとの場所に、なにくわぬ顔で、立っています。だれも、それが人間だとは気がつきません。

        そのうちに、開店の時間がきて、ぼつぼつお客さんが、はいってきました。しかし、だれも、泥棒人形には、気がつきません。

        そのころ、宝石売り場のほうは、大さわぎになっていました。デパートにやとわれている探偵が、そこへ集まって、警察へ電話をかけるやら、支配人をよんでくるやら、ごったがえしていました。

        開店してから一時間ほどたったころです。洋服売り場を、子どもを連れた女のお客さんが、通りかかりました。子どもは六つぐらいの、いたずららしい男の子でしたが、おかあさんの手をはなれて、どろぼう人形の立っている、低いかこいの中へ、入っていってしまいました。

        そして、泥棒人形の足にさわったのです。さわったかとおもうと、子どもは、へんな顔をしました。ふしぎそうに、人形のひざから、もものほうへ、手でさわっていきましたが、びっくりしたように、かこいのそとへ、とび出してきました。

        「ママ、あの人形の足、あったかいよ。グニャグニャしてるよ」

        おかあさんのそばによって、ささやくように、言いました。

        「ほんと？」おかあさんは、うたがわしそうに、聞きかえします。

        「ほんとだよ。ママも、さわってごらん」

        おかあさんは、おもわず、手をのばして、人形の足にさわってみました。そして、ハッとしたように、手をひっこめました。それは生きた人間の足に、ちがいなかったからです。

        いそいで、むこうにいる店員のところへいって、そのことを知らせました。

        「えっ、なんですって？」

        店員はびっくりして、人形のほうをふりむきました。そして、もう一人の店員といっしょに、人形をしらべるために、こちらへやってくるのです。

        それがわかったので、泥棒人形は、パッと、かこいからとびだして、にげだしました。おおぜいのお客さんのあいだを、くぐりぬけて人形が走っていくのです。みんな、おどろいて立ちどまったまま、あっけにとられていました。

        泥棒人形は、陳列場をグルグル走りぬけて、店員だけのつかうドアのなかへ、消えてしまいました。その中には、支配人室や、応接間や、物置部屋などがあります。泥棒人形は、その物置部屋にとびこんで、大きな箱の積んである、すみっこにかくれると、みょうなことをはじめました。

        いきなり、顔の皮を、めくりとったのです。それは、うすいビニールでできたお面でした。耳のうしろまでつづいたお面です。それをはぎとると、中から、三十五、六才の男の顔があらわれました。つぎには、両手にはめていた、手ぶくろのようなものを、ぬきとりました。ビニールの手ぶくろで、人形の手にみせかけてあったのです。それから、手ばやく、上着とズボンをぬぎ、両方とも、うらがえしにして、もとのように身につけました。

        洋服の表は、はでなしまですが、裏は地味な無地の茶色です。うらがえしても、ちゃんとした、背広なのです。変装のためにつくった、表もうらも使える洋服なのです。

        洋服の変装がすむと、こんどは、顔の変装です。ポケットから出した小さな鏡を見ながら、鼻の下に、つけひげをつけ、しゃれためがねをかけました。そして、小さな箱にはいっている、絵の具と筆で、顔の変装をしました。

        おおいそぎでやったので、ぜんたいで、二分ほどしか、かかりませんでした。

        パッと、物置部屋をとびだすと、むこうの支配人室のドアを、ソッと開いて、中をのぞきました。支配人はどこへいったのか、部屋の中はからっぽです。

        泥棒人形は、部屋にはいって、ドアをしめ、支配人の大きなつくえのむこうに、どっかりと、こしをおろし、つくえの上にあったペンをとって、紙になにか書きはじめました。

        しばらくすると、コツコツと、ドアにノックの音がして、三人の店員の顔がのぞきました。さっき、おっかけてきた店員たちが、ほうぼうさがしたあとで、ここへやってきたのです。泥棒人形は、下をむいて、字を書きつづけています。

        「いま、だれかきませんでしたか」

        店員の一人が、たずねました。

        「いいや、だれもこないよ。どうしたんだ、おおぜいで」

        人形は、やっぱり下をむいたまま、支配人の声をまねて、しかりつけるように言いました。

        「人形にばけていたやつが、逃げたんです。もっとほかを、さがしてみます」

        店員たちは、そういいすてて、いそいで、かけだしていきました。

        それを見おくって、泥棒人形は、つくえのむこうに、すっくと立ちあがり、ニヤニヤとうすきみわるく、わらいました。

        　

        顔の動かない男

        　

        デパートの洋服売り場の人形にばけて、宝石をぬすんだ怪人は、店員に追われて、こんどはデパートの支配人にばけ、店員たちをごまかして、そのまま、おおぜいのお客さんにまぎれこんで、デパートから、にげだしてしまいました。

        新聞はこの事件を、「人形怪盗あらわる」という見出しで、でかでかと書きたて、東京中の評判になりました。

        それから三日めの夕方近いころです。少年探偵団の井上一郎少年とポケット小僧が、ちょっと用事があって、練馬区のはずれのさびしい町をあるいていました。

        少年探偵団というのは、名探偵明智小五郎の少年助手の小林君が団長となって、小学校の上級生や中学生でつくっている少年探偵の組合で、これまでにも、明智探偵を助けて、たくさんの手柄をたてているのです。

        井上君とポケット小僧は、その少年探偵団のなかでも、よく知られている団員でした。井上君は中学一年ですが、おとうさんが、まえに拳闘の選手だったので、おとうさんにならって、拳闘ができるのです。それに、少年探偵団では、いちばん力の強い少年です。

        ポケット小僧は、年は小学校五年生ぐらいです。しかし、おそろしく小さなからだで、幼稚園の子どものように見えます。ポケットへはいるほど小さいというので、ポケット小僧というあだヽヽ名をつけられていました。

        でも、このポケット君は、たいへんかしこくて、すばしっこいのです。おとなをびっくりさせるような、はたらきをすることがあります。

        ふたりは、むろん、人形怪人の事件をしっていましたので、町をあるきながら、夢中になって、その話をしていました。

        「あいつ変装の名人だね。だが、明智先生にはかなわないよ。先生はなににだって、ばけられるんだからな。それに、小林団長だって、変装はうまいよ。女の子にばけたときなんか、まるでわからないんだもの」

        ポケット小僧が、得意らしく言いました。

        「だが、デパートの人形にばけるなんて、おそろしいやつだよ。そして、たくさんの宝石をぬすんで、逃げちゃったんだからな。もし、そいつにでくわしたら、ぼく、このうでをふるってやるんだがなあ」

        井上君は、うでをなでながら、言うのでした。ふたりは、背の高さが、おとなと子どもほどちがいましたが、たいへん仲がいいのです。

        そこは、人どおりの少ない、さびしい町でした。ふと気がつくと、むこうから、ひとりのみょうな男が、歩いてくるのです。

        グレーの背広をきて、同じ色のソフトをかぶって、まっすぐ前をむいて、わきめもふらず、歩いてくるのですが、そのようすがなんだか、へんでした。ふたりは、すれちがってしまうまで、その男をみつめていました。

        「あいつ、へんだぜ。顔がちっとも動かなかったよ。目も動かなかったよ」

        ポケット小僧がささやきますと、井上君もうなずいて、

        「まるで、人形の顔みたいだったね」

        と言ってから、はっとしたように、立ちどまりました。

        「ねえ、井上さん、ひょっとしたら、あいつ人形怪人じゃないだろうか」

        「うん。しかし、町をあるくときに、人形にばけているのは、へんだね」

        「なにか、わけがあるのかもしれないよ。ねえ、あいつを、尾行してみようじゃないか」

        「うん、そうしよう」

        ふたりは、こっそり、あやしい男のあとをつけました。少年探偵団員は、いつも尾行の練習をしているので、みんな尾行がうまいのです。めったに、相手に気づかれるようなことはありません。顔の動かない男は、しばらくあるくと、そこにある小公園へ、はいっていきました。

        もう夕方なので、公園の中はがらんとして、人かげもありません。たったひとり女の子がベンチに座って、本を読んでいました。小学校三年ぐらいの、かわいい女の子です。本にむちゅうになって、だれもいなくなったのに、気がつかないのかもしれません。

        あやしい男は、その少女を見つけると、ベンチのほうへ、ちかづいていきました。

        ふたりの少年は、木のかげにかくれて、じっと、そのようすを見つめています。

        顔の動かない男は、いったい、なにをしようというのでしょう。

        　

        マンホールの秘密

        　

        男はベンチのそばによると、いきなり、少女に声をかけました。

        「おじょうさん、あんた野村みち子さんでしょう」

        「ええ、そうよ」

        少女はびっくりしたように、本から目をあげて、男の顔を見ました。

        「あんたのおうちの人からたのまれたんだが、おかあさんが、道でけがヽヽをされて、近くの山田病院へかつぎこまれている。おとうさんは、おかあさんにつきっきりだから、おじょうさんを、さがして、つれてくるようにって、たのまれたのですよ。さあ、すぐ、わたしといっしょに、きてください」

        野村みち子さんは、おかあさんがけがヽヽをしたときくと、心配で、まっさおになって、なにを思うひまもなく、いそいでベンチから立ちあがると、男といっしょに、歩きだしました。

        みち子さんは、考えがたりなかったのです。見知らぬ人に、なにか言われても、そのまましたがってはいけません。自分でおうちまで行って、たしかめてみるのです。道に、公衆電話があったら、それで、おうちの人とはなしてみるのです。

        もし、男が、そんなことをしてはいけないと言ったら、なおあやしいことになります。そうなったら、大声で、たすけをもとめればいいのです。

        少女が男につれられていくので、ふたりの少年は、また、そのあとをつけました。

        ぐるぐる町かどをまがって、だんだん、さびしいほうへ行きます。

        そして、なんどめかの町かどを曲がったとき、二少年が、いそいで、そのかどまでいってみますと、ふしぎ、ふしぎ、男と少女とは、どっかへ消えてなくなっていました。

        人どおりのない、屋敷町のコンクリートべいが、ずうっと、むこうまでつづいています。近くに曲がりかどはありません。男と少女は、まだ五十メートルも、行ってはいないはずですから、すがたが見えないのは、おかしいのです。

        どこかのうちの門の中へ、はいったのではないかと、一軒一軒、玄関まで行って、たずねてみましたが、そういう人はこないという返事です。

        ふたりは、道のまんなかに立って、長いあいだ、考えていました。

        まさか、けむりのように、消えてしまうはずはないのですから、どこかへ、かくれたのにちがいありません。といって、どこにかくれる場所があるのでしょう？

        「あっ、そうかもしれない。あれだよ。あの中が、あやしいよ」

        ポケット小僧が、とんきょうな声をだして、むこうの地面をゆびさしました。そこにはマンホールの、まるい鉄のふたヽヽがあるのです。

        「えっ、マンホールの中かい」

        「うん、悪者は、よくこれを使うんだよ。あの中へ、かくれていれば、だれも気がつかないからね。きっと、ぼくらに尾行されていることを知って、かくれたんだよ」

        「じゃあ、あの鉄のふたヽヽをあけてみようか。ふたりであけられるかしら」

        「だいじょうぶだよ。きみの力なら、あけられるよ」

        そこで、ふたりは、そこへ行って、力を合わせて、鉄のふたヽヽを持ち上げ、横へずらせて、中をのぞいてみました。

        「だれもいないよ」

        「おかしいな。ここのほかに、かくれるところはないんだがなあ」

        「あっ、あれ本だよ。さっき女の子が読んでいた本にちがいないよ」

        マンホールの底に、一さつの少女小説の本が落ちていました。

        「あの本が落ちているからには、ここへかくれたにちがいない。だが、それから、どうしたんだろう。そとへ出たら、ぼくらにみつかるから、出たはずはない。きっと、この穴の中に、ひみつの道があるんだよ。よしっ、さがしてみよう」

        井上君は、そう言って、マンホールの中へ、おりようとしました。

        「あっ、ちょっとまちな。こういうときは、ＢＤバッジを、道に、まいておくほうがいいよ。ぼくらの身に、もしものことがあったときの用意にね」

        ＢＤバッジというのは、少年探偵団の銀色のバッジで、団員たちは、いつでも、そのバッジを、二十も三十も、ポケットの中にいれているのです。それにはバッジのほかに、いろいろの使いみちがあって、いまのように、団員があぶない場所へはいるとき、その入り口に、ばらまいておいて、味方に知らせるという、使いかたもあるのです。

        ふたりは、それをばらまいてから、マンホールの中へ、おりていきました。そして、おそろしい秘密を発見するのです。

        ああ、その秘密とは、いったい、どんなことでしょうか？

        　

        地獄の入り口

        　

        少年探偵団の井上少年とポケット小僧は、野村みち子ちゃんという少女を、うそをついて、どこかへつれていく、あやしい男のあとをつけていきました。

        その男は、少女といっしょに、さびしい町のマンホールの中へ、消えてしまったのです。

        二少年は、そのマンホールの、重いふたを、わきにずらせて、中へおりてみました。

        「あれっ、へんだね。これは水道や下水やガスのマンホールじゃないよ。鉄管なんかどこにもないんだもの」

        「うん、ひょっとしたら、悪者が、かってに造ったマンホールかもしれないね。そして、ここを、秘密の出入り口に使っているんだよ」

        「それなら、どこかに、奥へ行ける道があるはずだね」

        ふたりは、マンホールの底に立って、回りのかべを調べました。

        すると、目の前のコンクリートのかべに、スーッと、細いわれ目が、できてきました。そして、それが、だんだん、太くなっていくではありませんか。

        「あっ、かくし戸だっ。向こうへ、開いていく」

        それは四角いコンクリートのドアでした。なにもしないのに、それが、ひとりでに開いていくのです。悪者が、わざと、中から開いているのかもしれません。

        二少年は、ここで用心しなければならなかったのです。うっかりすると、敵のわなヽヽに落ちるかもしれないからです。

        しかし、井上君もポケット小僧も、大胆な少年ですから、逃げ出すことなど少しも考えません。

        かくし戸が開いたのをさいわいに、すぐ、その中へ、もぐりこんでいきました。

        まっくらです。ふたりとも万年筆型の懐中電燈を持っていましたから、それを出して、照らしてみました。だれもいません。コンクリートのかくし戸は、電気じかけで、遠くから、あけたり、しめたりできるのかもしれません。

        くらいトンネルのような横穴を、しばらく行くと、またドアがあって、それも、ひとりでに、すうっと開きました。

        ドアの向こうは、小さい部屋のようになっていて、血のように赤い電燈が、ぼんやりついていました。

        「うふふふふ……やってきたね。待っていたよ。いま、きみたちに、おもしろいものを見せてやるぞ」

        しゃがれた、低い声が聞こえてきました。ぎょっとして、部屋のすみを見ると、そこの椅子に、なんともいえない、きみのわるいやつがこしかけていました。

        頭には、もじゃもじゃと、白髪がみだれ、白いあごひげが、胸をかくし、せなかは二つに折れたように曲がった、八十ぐらいのじいさんです。それが、ぼろぼろの服をきて、うずくまっているのです。

        「きみはだれですかっ」

        井上少年が、少しもおそれないで、たずねました。

        「わしは地の底のぬしじゃよ」じいさんのしゃがれ声が、答えます。

        「ここへ、人形みたいな顔の男の人が、小さい女の子を連れて、はいってきたでしょう」

        「うふふふふ……はいってきたよ。だが、きみたちは、それをどうしようというのだね。女の子を助けにきたのかね」

        「そうです。女の子は、誘拐されたのです。ぼくたちは、それをたしかめて、警察に知らせるのです」

        「うふふふふ……なかなか、勇気のある子どもたちじゃ。そんなら、奥へはいって、調べてみるがいい。だが、用心しなさいよ。ここは地獄の入り口だ。いろいろなおそろしいものがいるぞ。うふふふふ……おそろしいものがね」

        じいさんは、それっきり、からだを二つに折るようにして、うつむいたまま、だまりこんでしまいました。二少年は、少しきみがわるくなってきました。

        「ね、もうわかったから、そとへ出て、警察に知らせようよ」

        ポケット小僧が、そっとささやきました。井上君も、その気になって、さっきはいってきたドアのところへ、かけよりましたが、押しても、引いても、ドアが開きません。頑丈な、ドアですから、いくら井上君の力でも、どうすることもできません。

        「あっ、ぼくらは、とじこめられてしまった」

        そうです。もう、そとへ出られなくなってしまったのです。

        「しかたがない。奥へはいってみよう。奥には、どっかへぬけられる道があるかもしれない」

        ふたりは、その部屋の小さい出入り口から、奥へ、ふみこんでいきました。

        　

        たるの中

        　

        また、トンネルのような穴を、五メートルほどすすむと、小さなドアがあって、べつの部屋に出ました。さっきと同じぐらいの、コンクリートかべの、せまい部屋です。

        「あっ、いけない。また、ドアがしまっちゃった」

        ポケット小僧がさけびました。いま、はいってきたドアが、いつのまにか、ぴったりしまって、いくら引いても、開かないのです。

        「あははは……」

        どこかから、笑い声が、ひびいてきました。さっきのじいさんではありません。もっとしっかりした声です。

        「そのドアは、もう開かないよ。きみたちは、とりこになってしまったのだ。きみたちに、見せるものがある。ほら、ここだ。部屋のすみだ。大きなたるがおいてあるだろう。見えたかね。そのたるの中に、なにがはいっていると思うかね。うふふふふ……」

        天井から、小さなはだか電球がさがっていて、部屋の中を、ぼんやりと照らしています。その部屋のすみに、ビールだるのようなものが立ててありました。ほかには、なんにもなくて、たるだけが、ぽつんと、置いてあるのです。

        二少年は、その妙なたるを見て、顔を見あわせました。

        「なにがはいっているんだろう。……あっ、ひょっとしたら……」

        井上君が、言いかけて、息をのみました。

        「うん、そうかもしれない。さっきの女の子があの中に……」

        ポケット小僧も、中途で、ことばをきりました。

        たるの中に、あのかわいい女の子が、手足をしばられて、おしこめられているすがたが、まぼろしのように見えてくるのです。

        いや、もしかしたら、あの女の子は、もう殺されてしまったのかもしれません。そして、その死がいが、たるにつめてあるのかもしれません。ふたりは、そう思うと、まっさおになってしまいました。

        「うふふふ……なにを考えているんだ。早くたるをあけてごらん。中から、なにが出てくるか……」

        また、あの声が聞こえてきました。

        「よしっ、調べてみよう」

        井上君が、勇気をふるって、たるのそばへ近よっていきました。そして、両手でいきなり、たるをごろっところがしたのです。すると、ふたがとれて、中から、ぱっと、ひとかたまりの青黒いものが飛びだしてきました。もつれあった、なわのようなものです。

        「あっ、へびだっ」

        ポケット小僧が、さけびました。

        たるの中には、何百匹というへびが、とじこめてあったのです。

        それが、いっぺんに、ゆかにあふれ出すと、一ぴき、一ぴきにわかれて、かまくびをもたげて、赤黒い舌を、ぺろぺろさせながら、こちらへ、はいよってくるのです。

        「わあっ、助けてくれえ……」

        ポケット小僧は、大胆なこどもですが、へびはだいきらいでした。悲鳴をあげて、部屋のすみへ、ちぢこまってしまいました。

        「だいじょうぶだよ。毒へびじゃないよ。みんな青大将だよ」

        井上君は、まっさきに進んできたへびのしっぽをつかむといきなり、風ぐるまのように、ふりまわしはじめました。さすがに、井上少年は、へびなんかへいきなのです。

        　

        ＢＤバッジ

        　

        井上君たちが、へびにかこまれてこまっていた、ちょうどそのころ、おなじ練馬区にすんでいる、少年探偵団員で、小学校六年生の、山村始君が、小公園の中を通りかかりました。人形のかおをした怪人が、野村みち子ちゃんを誘拐していった、あの小公園です。

        すると、小公園のかたすみで、小学校一年生ぐらいの、小さな三人の男の子が、地面に銀貨のようなものをおき、手にもっているべつの銀貨をなげて、それにあてっこをして遊んでいるのに気がつきました。

        「きみたち、そんなこと、やるとしかられるよ」

        山村君は、おもわず、声をかけました。銀貨のやりとりをする、博打ばくちのようなことをやっているのではないかと思ったからです。

        ところが、そばによって、よく見ますと、それは銀貨でないことがわかりました。少年探偵団の記章のＢＤバッジだったのです。三人のこどもが、みんな一つか二つずつ、ＢＤバッジをもっているのです。山村君はびっくりしました。

        「きみたち、それ、どうしてもっているの？　だれかにもらったの？」

        と、たずねますと、こどものひとりが、答えました。

        「ひろったんだよ。あっちのマンホールのそばに落ちてたんだよ」

        「ふうん、それみんな、そこに落ちてたの？　いくつあった？」

        「六つだよ」

        「ちょっと、見せてごらん」

        山村君は、ＢＤバッジをあつめて、裏をしらべました。バッジの裏には、針のさきで、持ち主の名が彫ってあるはずだからです。

        四つのバッジには「いのうえ」と、ほってあり、二つのバッジには「ポケット」と、ほってありました。

        「あっ、井上君とポケット小僧だっ」

        これが地面に、ばらまいてあったからには、ふたりの身の上に、心配なことが、おこっているのかもしれません。

        「そのマンホールって、どこにあるの？」

        山村君は、こどもたちに、案内させて、公園から六、七百メートルはなれた、さびしい町の、マンホールのところまで、いってみました。

        「たしかに、ここに落ちていたんだね」

        「そうだよ。マンホールのまわりに、ばらまいてあったよ」

        井上君とポケット小僧は、このマンホールの中へ、はいっていったのかもしれないと思いました。しかし、鉄のふたは重いので、山村君ひとりでは、どうすることもできません。

        「そうだ。ともかく、小林団長に知らせよう」

        山村君は、商店のならんでいる町のほうへ、かけ出していって、公衆電話で、明智探偵事務所の小林少年に、このことを知らせました。

        「よしっ、じゃあ、ぼくが自動車をとばしていくから、そこに待っててくれたまえ」小林団長はそう言って、場所をくわしく聞いてから、電話を切りました。

        三十分ほどすると、小林団長は「アケチ一号」の自動車を運転して、かけつけてきました。

        そして、山村君とふたりで、マンホールのふたを、ずらせて、中へはいってみましたが、コンクリートの秘密戸はしまったままになっていて、ふたりの力では、どうすることもできません。

        小林少年は、自動車へもどって、無電で明智事務所をよび出し、明智先生に、このことを報告しました。

        「たしかに、あやしいマンホールです。鉄管なんか一つも通ってません。それに、コンクリートの秘密戸があるんですが、どうしても、あきません。警視庁の中村さんに連絡して、コンクリートをこわしてもらってはどうでしょう」

        すると、明智先生は、

        「そんな手荒いことをしては、相手が逃げてしまうよ。そのマンホールから、近くの、どっかの屋敷の中へ、秘密の通路ができているにちがいない。君たちふたりで、一軒一軒、しらべてみるんだ。相手に悟られぬようにね。見つかったら、野球のボールが、おたくのへいの中へおちましたから、ひろわせてくださいと、言えばいいんだ。こういうしらべは、君たちのような少年のほうが、うまくいくんだよ」

        「じゃあ、やってみます」

        小林少年は、元気よくこたえて、無電をきり、いよいよ、山村君とふたりで、その近所の、大きな屋敷を、一軒一軒調べてみることになりました。

        　

        電話の声

        　

        こちらは、井上少年とポケット小僧です。

        ふたりは、やっとへびの部屋からのがれて、さらに、奥のほうへ、すすんでいきました。本当は、もときたほうへ、逃げ出したいのですが、はいってきたドアは、みんなひとりでに、閉まってしまってどうしても開かないので、奥へすすむほかに、道はないのでした。へびの部屋から小さいドアをあけて、外へ出ますと、そこはトンネルのような、せまい通路になっていました。

        まっくらです。ふたりは懐中電燈を照らして、すすんでいきました。十メートルもいきますと、上へのぼる、せまい階段があります。地下道から一階へあがる階段でしょう。すると、ここはもう、どこかの屋敷の、建てものの下なのかもしれません。

        階段をあがると、頭の上を、板戸のようなものが、ふさいでいましたが、触ってみると、横にすべるようになっていることがわかりました。ここにも鍵はかかっていないのです。

        ふたりは懐中電燈を消して、板戸を横にひらくと、上の部屋に出ました。

        うすぐらい、廊下のようなところです。窓には、厚いカーテンが閉まっていますが、まだ夕方なので、どこからか、光がもれてくるのでしょう。ふたりは、足音をたてないように、歩いていきました。

        すると、どこかから、人の声がきこえてくるではありませんか。その声のほうへいくと、ドアがありました。その、ドアの中の部屋で、だれかがしゃべっているのです。

        「あなたは野村さんですね。おじょうさんのみち子ちゃんは、おあずかりしています。いや、けっして、手荒なことはしません。だいじにしますよ。ぼくは、人を殺したり、きずつけたりすることは、だいきらいなのです。必ずおかえしします。そのときは、みち子ちゃんは、今より元気になっているでしょう。

        しかし、ただはおかえししませんよ。おたくの宝物と、ひきかえです。えっ？　そらっとぼけても、だめですよ。ぼくはちゃんと知っているのです。

        あなたが二十年まえに、フランスの美術商からお買いになった、ヨーロッパのある国の王妃の宝冠ほうかんです。

        あれには、あらゆる宝石がちりばめてありますが、ルビーがいちばん多いので、紅の宝冠とよばれていますね。あれを頂戴したいのですよ。いくら宝物でも、みち子ちゃんには、かえられないでしょう。

        きょうから三日め、十七日ですね、その十七日の夜の十時に、あの宝冠を箱に入れたまま、みち子ちゃんの遊んでいた小公園の、東のすみの石のベンチの上にのせておいてください。わかりましたか。小公園の石のベンチの上に、夜の十時までにですよ。そうすれば、宝冠を頂戴したあとで、すぐに、みち子ちゃんを、おたくの玄関へおとどけしますよ。

        では、お約束しましたよ。十七日の十時をのがしてしまうと、みち子ちゃんは、永久にかえらないかもしれません。あなたは、大事なおじょうさんを、なくしてしまうのです。わかりましたね」

        やっぱりそうです。人形の顔をした怪人が、電話をかけている声でした。みち子ちゃんを、人質にして、野村さんの宝物を、手にいれようとしているのです。

        井上少年とポケット小僧は、ドアのまえに立ちすくんでいました。どうすればいいのか、急には、決心がつかなかったからです。すると、部屋の中から、妙な笑い声がきこえてきました。

        「ははははは……おい、そこのこどもたち、そんなところに、まごまごしていないで、ドアをあけて、はいったらどうだ。鍵はかかっていないよ。ひとりはポケット小僧とかいうチンピラだな。きみのことはきいているよ。なかなかすばしっこいそうだな。まあ、こっちへ、はいるがいい」

        それをきくと、ふたりは顔を見合わせましたが、もうこうなったら、相手の言うままになるほかはありません。ふたりは、大胆にも、ドアをサッと開いて中へはいっていきました。

        　

        おとし穴

        　

        少年探偵団の井上少年とポケット小僧は、地下道から、どこともしれぬ建物にはいり、その中の一つの部屋で野村みち子ちゃんを誘拐した怪人と、向かいあって立つことになりました。

        部屋の正面に大きなデスクがおいてあって、その向こうに、人形のような、不気味な顔をもった怪人が、座っていました。

        デスクの上には、電話があり、そのそばに、ウィスキーのびんと、グラスがおいてあります。怪人はウィスキーを、ちびちびやりながら、みち子ちゃんのおとうさんに、ゆすりの電話をかけていたらしいのです。

        「きみたちは、じつに勇気があるねえ。こどもばかりで、マンホールから、この恐ろしいうちへしのびこむなんて、命知らずだよ。いったい、しのびこんで、どうするつもりだったんだね」

        「きみが、あの女の子をどうするのか、見とどけて、助け出すためさ。ぼくらは少年探偵団だからね」

        井上少年が、少しも恐れないで、言いました。

        「ふうん、感心、感心。だが、きみたちふたりきりで、そんなことができると思っているのかね」

        「ぼくたちのうしろには、明智小五郎先生がついているんだ。小林団長がいるんだ、それから警視庁の中村警部が、おおぜいのおまわりさんをつれて、やってくるのだ」

        井上君は、誇らしげに、言うのでした。

        「だが、どうして、連絡するんだい。きみたちは、もう、俺のとりこになっているんじゃないか」

        「ぼくたちには、いろいろな方法があるよ。きっとにげ出して、明智先生や小林団長に、連絡してみせるよ」

        ポケット小僧も、負けないで、甲高い声をたてました。

        「はははは……、のんきなことをいっている。俺が、きみたちを、逃がすとでも思っているのかい。逃がすどころか、これから、きみたちに、おもしろいものを見せてやるよ。いや、おもしろいのではない。恐ろしいものだ。きみたちは、かわいそうだが、うんと苦しまなければならない。自業自得と、あきらめるんだね」

        人形の顔の怪人は、ニヤニヤ笑いながら、気味の悪いことをいうのです。

        「ふふん、おもしろくって、恐ろしいものかい。はやく見せてもらいたいな。それはいったい、どこにあるんだい」

        井上君が、やせがまんをはって、強そうなことをいいました。

        「ここにあるんだよ。いいか。ほらっ……、わははははは……」

        どこかで、カチッと音がしたかと思うと、ふたりの少年の足の下は、なんにもなくなってしまいました。つまり、立っていた、床板が、パタンと落ちて、そこへ、まっくろな大きな穴がひらいたのです。ふたりは、アッというまに、ふかい穴の中へ、おちこんでいきました。

        そのまま落ちたら、おしりや背中を、ひどくうって、けがをしたかもしれませんが、ふたりは、こういう冒険には、なれていたので、すぐ、足をグッとまげて、とびおりの姿勢になり、下へ足がついたときに、ピョイピョイと、とぶようにしました。五メートルもある、ふかい穴でしたが、ふたりとも、そのおかげで、すこしも怪我をしなかったのです。

        そこは二メートル四方ほどの、ふかい地下室で、かべも床もコンクリートです。窓もドアもなにもなく、四角な井戸の底のような場所でした。

        上を見上げますと、おとし穴になっている床板が、二つにわれて、たれさがり、その穴の上から、人形の顔がのぞいていました。

        「わはははは……俺のうちには、いろいろな、仕掛けがあるんだ。ボタンをおせば、床板が口をひらいて、きみたちを、のんでしまう。これもその仕掛けの一つだよ。どうだね、とても、あがれまい。コンクリートのかべには、なんの手がかりもないんだからね。きみたちには、しばらく、そこにはいっていてもらうんだ。そのうち、おもしろいことが、いや、恐ろしいことがおこるからね」

        そして、人形の顔が、ひっこんだかと思うと、おとし穴の板が、パタンとしまって、穴の中は、まっくらになってしまいました。

        ふたりは、しばらくのあいだ、穴の底に、うずくまったまま、だまりこんでいましたが、やがて、ポケット小僧が、つぶやくようにいいました。

        「ぼくたち、冒険をやりすぎたかもしれないね」

        「うん、この穴からは、とても逃げだせない。あいつは、ぼくたちを、どうするつもりだろう。なんだか、心細くなってきたね」

        井上君も元気がありません。ふたりとも、後悔しはじめているのです。

        「おもしろくて、恐ろしいものって、いったいなんだろうね」

        さすがのポケット小僧も、心配で、声がふるえていました。井上君は、万年筆型の懐中電燈を出して、コンクリートのかべを、照らしていましたが、なにを見つけたのか、「あっ」と、声をたてました。

        「あれ、なんだろう？」

        懐中電燈のまるい光が、コンクリートのかべの上のほうを、照らしています。その光の中に、黒いまるい穴が見えるのです。直径十五センチぐらいの穴です。

        「あっ、ひょっとしたら……」

        ポケット小僧も、あることに気づいて、思わず、さけびました。ああ、その小さな黒い穴は、いったい、なんだったのでしょうか。

        　

        窓の顔

        　

        少年探偵団長の小林少年と、ＢＤバッジを見つけた山村少年は、あのマンホールの近くにある大きな屋敷を、一軒一軒、探り歩いていました。

        もう太陽がしずみかけて、あたりは、うすぐらくなっていました。

        二軒は、なんのあやしいこともなく、いま三軒めの屋敷に、しのびこんだところです。コンクリートべいに、鉄の門がついていて、大きい門は閉まっていましたが、わきの小さい門が、開いていたので、そこから、しのびこんだのです。なんだか、あやしげな屋敷でした。庭には、ぼうぼうと草がのびていますし、古ぼけた木造の二階建て洋館は、お化け屋敷のように、荒れ果てています。

        門に名札が出ていないので、だれのうちかわかりません。もしかしたら、空き家かもしれないのです。しかしここには何者かが、住んでいるという感じがします。人間だか、人間でない動物だかわかりませんが、なにかがいるにちがいないと思われました。

        小林、山村の二少年は、ポーチの横の、やぶれた垣根から、裏庭のほうへしのびこんでいきました。そして、建物を、横から、ながめたのですが、やっぱり、どの窓も閉まったままで、人の気配はありません。そのくせ、このうすぐらい建物の中には、なにものかが、うごめいているという感じが、だんだん、強くなってくるのです。

        ふたりは、荒れ果てた庭の木のしげみにうずくまって、目のまえの建物を、じっと見つめていました。空はまだ、明るいのですが、庭は、ほとんど、くらくなり、大きな建物が、黒い怪物のように、そびえているのです。

        そのとき、ふたりは、ギョッとして、聞き耳をたてました。とつぜん、家の中から、人の声がひびいてきたからです。

        「たすけてえ……、だれかきてえ……」

        二階の窓から、白いものが、のぞきました。人の顔です。それも、小さいこどもの顔のようです。

        「あっ、女の子だっ」

        小林君が思わず声をたてました。

        それは野村みち子ちゃんだったのです。怪人のすきをうかがって、窓ぎわにかけより、助けをもとめたのにちがいありません。

        しかし、小林君たちは、みち子ちゃんが怪人に誘拐されたことは、すこしも知りませんから、その女の子がだれかは、わからないのですが、いずれにしても、小さい女の子が、助けをもとめるというのは、ただごとではありません。この家にあやしいやつが、住んでいることは、もうまちがいないのです。

        「たすけてえ……、たすけてえ……」

        また、つんざくような、さけび声。

        すると、その少女の顔のうしろから、もう一つの顔が、ヌーッとあらわれたかと思うと、少女をだきすくめるようにして、そのまま、奥へ消えていきました。小林君は、夕やみの中に、その顔を見ました。それはお面のように、動かない顔でした。じつに、得体の知れない、気味の悪い顔だったのです。

        「あっ、あの人形みたいな顔。ひょっとしたら、デパートで人形にばけて、宝石をぬすんだやつかもしれないぞっ」

        小林君は、ハッと、それに気がついたのでした。

        　

        水が！　水が！

        　

        二メートル四方ぐらいの、ふかい井戸の底のようなコンクリートの地下室におちこんだ井上少年とポケット小僧は、懐中電灯で、コンクリートの壁の上のほうに、直径十五センチほどの丸い穴があいているのに気づきました。

        なんだか気味の悪い穴です。空気ぬきの穴かとおもいましたが、どうもそうではなさそうです。いまに、あの穴から、なにか恐ろしいものが出てくるのではないかと気が気ではありません。

        やがて、ドドドド……と、妙な音がきこえてきました。

        「あっ、そうだ。やっぱりそうだっ」

        ポケット小僧が、ひとりごとをつぶやきました。

        りこうなポケット君は、はやくも、それを察したのです。

        穴から、チョロチョロと、なにか、ながれ出してきました。はじめは、光った、細いひものように見えましたが、それが、たちまち、太くなり、しまいには、しぶきをたてて、まるで発射するようないきおいで、とび出してくるのです。

        水です。水がおそろしいはやさで、あふれ出しているのです。もう、せまいコンクリートの床が、すっかり水におおわれてしまいました。

        「あっ、わかった。水ぜめだっ」

        ポケット小僧がさけびました。

        「えっ、水ぜめって？」

        「ぼくらは、水におぼれて、死んでしまうのだよ。あの穴は、ぼくらの背の倍もある。水がいっぱいになれば、おぼれてしまうよ」

        「きみはおよげるかい」

        井上君が、まっさおになって、ききました。

        「およげるよ。きみは？」

        「ぼくのクラスで、いちばんおよぎがうまいんだよ」

        そのとき、頭の上から、大きな笑い声が、きこえました。

        「わはははは……きみたち、せいぜいおよぐんだな。だが、何時間およげるね。その水は一日や二日では、ひかないんだぜ。そんなにながくおよぎつづけられるかね。わはははは……それじゃ、あばよ」

        人形の顔をもつ怪人が、高いおとし穴の口から、そう言ったかとおもうと、パタンと、そこの戸をしめてしまいました。その戸は上の部屋の床板と見わけられないようにできているので、こんなところに、おとし穴があるなんて、だれにもわからないのです。いよいよ運のつきです。

        丸い穴から、あふれ出す水のいきおいは、すこしもおとろえません。恐ろしい音をたてて、おとし穴の床におち、床にたまる水は、だんだん深くなっていきます。

        水はもう、立っているふたりの、ひざのちかくまでのぼってきました。

        まだ秋のはじめですから、つめたくてたまらないほどではありません。ふたりは、いざとなったら、およぐつもりで、上着やズボンをぬいで、その用意をはじめました。

        「ぼくたち、助かるだろうか」

        井上君が、心細い声を出しました。

        「ＢＤバッジを、だれかが見つけて、小林団長に知らせてくれるかどうかで、きまるよ。ぼくは、きっと、知らせてくれるとおもうよ。あんなにたくさん、ばらまいたんだもの」

        ポケット小僧は、井上君をはげますように、いうのでした。

        　

        警官隊

        　

        こちらは、小林少年と、ＢＤバッジを見つけて知らせた山村少年です。

        にせのマンホールの近くの家を、かたっぱしから、しらべて、一軒のあやしげな家にしのびこみ、二階の窓から、小さな女の子が、助けをもとめているのを見ました。女の子は、すぐに、何者かに、部屋の奥のほうへ、ひきもどされてしまいましたが、そのひきもどした男の顔が、人形のように見えたのです。

        「あいつは、新聞でさわがれている人形怪人かもしれないぞ」

        小林少年は、そう思いましたが、夕ぐれのくらい光で、ちらっと見たばかりですから、もっとたしかめてみなければなりません。

        「こんなときの用意に、いいものをもってきたよ」

        小林君は、そうささやいて、胸のボタンをはずすと、その中にかくしていた、大きなうすべったいものを、とりだしました。それは四十センチ四方ほどの四角なボール紙でした。そのかたがわに、まっくろにすみがぬってあります。そして、まんなかに直径一センチぐらいの、小さな穴があいているのです。

        「それなんです？」

        山村君が、ふしぎそうな顔をして、たずねました。

        「これは、のぞき板っていうんだよ。七つ道具には、はいっていないけれども、夜の探偵には、役にたつときがある。ぼくが発明したんだ」

        「どうやって使うの？」

        「いまにわかるから、見ててごらん。ほうら、一階の窓にあかりがついた。外はすっかり夜だからね」

        小林君は、そういいながら、あかるくなった窓のほうへちかづいていきました。見つかっては、たいへんですから、五、六メートルへだたったところから、中をのぞいてみますと、そこは玄関のホールというような、広い部屋で、てすりのついた階段が見えています。

        「ここがいい、いまに、だれか、あの階段をおりてくるかもしれないからね」

        小林君はそうささやいて、のぞき板のボール紙を、黒いほうをむこうにむけて、顔にあてました。すると、顔はすっかりかくれてしまいます。そして、あの小さな穴に目をくっつけて、むこうを見るのです。

        「きみは、とおくにいたまえ。ぼくひとりで、のぞくからね」

        そういって、窓にちかよると、窓わくの右下のすみに、のぞき板をくっつけるようにして、じっと中をのぞきました。黒くぬったボール紙ですから、中から見ると、まっくらな庭と、見わけがつきません。まさか、そんなボール紙を顔にあてて、のぞいているなんて、おもいもよらず、うっかり見のがしてしまいます。小林少年は、うまいことを考えついたものです。

        しんぼうづよく、そうして待っていますと、しばらくして、二階からひとりの男がおりてきました。さっきのやつにちがいありません。ああ、やっぱりそうです。そいつの顔はお能の面のようにうごかないのです。人形の顔です。

        その男は、小林君がのぞき板でのぞいているのを、すこしも気づかないで、階段をおりると、廊下をむこうへまがっていってしまいました。小林君は、窓ぎわをはなれて、山村少年のそばによると、ささやきごえでいいました。

        「やっぱりそうだった。ここは人形怪人のすみかにちがいない。あのマンホールは、この家に通じているんだ。そして井上君とポケット小僧は、この家のどこかに、とじこめられているのかもしれない。そればかりじゃない。さっき、助けをもとめた小さい女の子もいる。明智先生に電話をかけよう。そして、警視庁の中村警部に連絡してもらうんだ」

        そこで、二少年は、あやしい屋敷を、ぬけ出し、ちかくの町の公衆電話にかけつけて、明智探偵事務所に電話をかけました。

        人形怪人の家から百メートルほどはなれた町角で、待っていますと、五分ほどして、二台のパトロールカーが、やってきました。警視庁の本部から無電の命令をうけて、ちかくの町から、かけつけたというのです。話しているところへ、また一台、また一台、つごう四台のパトカーがあつまったのです。そして十一人のおまわりさんが、車をおりると、人形怪人のやしきへちかづいていきました。

        「中村警部も明智探偵といっしょに、あとからこられるそうです」

        おまわりさんのひとりが、小林君にいいました。警官隊は表門、裏口、庭の中と、わかれわかれになって、ぐるっと、あやしい家をとりかこみました。そして、中村警部たちが来るのを待つことになったのです。

        　

        ※　※　※

        　

        そのとき、おとし穴の中の井上少年とポケット小僧は、だきあって水の中にたちすくんでいました。

        上の丸い穴から滝のようにながれおちる水は、すこしもいきおいがおとろえず、地下室にたまった水は、もうふたりの腰のへんまできていました。そして、その水面が、ジリリジリリとあがってくるのです。

        ああ、もう、おなかまでのぼってきました。外には警官隊が、なにもしないで待っています。明智探偵と中村警部は、いつやってくるのでしょうか。早く、早く。早くしないと間にあいません。早くしないと井上君とポケット小僧が、おぼれてしまうではありませんか。

        　

        口まで水が

        　

        井上君とポケット小僧は、まっくらな、井戸の底のような、コンクリートの地下室に、水につかって立っていました。上の穴からは、どうどうと、滝のように、水が流れつづけています。それがせまい地下室にたまって、もう腹のへんまで、つかっているのです。水はグングンましています。もう胸のへんまできました。井上君は胸のへんですが、からだの小さいポケット小僧は、首まで水につかっているのです。ふたりは、さっきぬいだ上着とズボンを小さくたたんで、頭の上にのせて、あごから、細引きでしばりました。懐中電燈も、いつでもとりだせるように、細引きのあいだにさしこみました。

        少年探偵団員は、日ごろから、長い細引きを、腰にまきつけて、用意しています。なにか冒険をやるときには、きっと細引きが必要になるからです。服を頭の上にくくりつけたのは、その細引きでした。

        「井上さん、もうぼくは立っていられないよ」

        ポケット小僧が、かなしそうな声を出しました。

        「ああ、きみは、背がひくいからね。水はどこまできた？」

        くらやみの中で井上君がたずねます。

        「あごまできたよ。もうじき、口までくるよ。そうすると、ものも言えないし、いきもできなくなるよ」

        「じゃあ、およぐんだよ。ぼくのからだにつかまってれば、らくだからね。さあ」

        そういって、井上君は両手をさし出しました。ポケット小僧は、手さぐりで、それにつかまり、足をはなして、水にうきながら、井上君のからだに、だきつきました。

        「うん、そうしてればいい。らくに浮いてるんだよ。いつまでおよいでいなければならないか、わからないのだからね。ぼくも、いまに、およぐよ」

        　そのうちに、水は井上君の首まで、のぼってきました。

        「助けにきてくれるだろうか」

        ポケット小僧が、心細い声でいいました。

        「きっとくるよ。こういうときには、あくまで、がんばるんだ。そうすれば、きっと運がひらけてくるよ」

        井上君は、けなげに、こたえました。

        「あっ、いけない。水が口まできた。もう、ものが言えない。ぼくもおよぐよ。からだをくっつけて、浮いていようね」

        井上君も、からだを浮かせました。さむいという気候ではありませんが、やっぱり水の中はつめたいのです。いつまで、このつめたさを、がまんできるのでしょうか。

        　

        人形のへや

        　

        小林少年たちが見つけた、あやしい家には、明智探偵と中村警部が、五人の制服警官をつれて、かけつけていました。まえにきていた十一人のパトカーの警官とあわせて、警官のかずは十六人です。小林君から、くわしい話をきくと、すぐに家の中へ、ふみこむことになり、明智探偵と中村警部と小林少年のほかに、八人の警官がつづきました。

        のこる八人の警官は、家の表と裏に立ち番をすることになりましたが、そのうちの三人は、そとのマンホールを見はるのです。怪人がそこからにげだすのを、ふせぐためです。

        玄関の戸は、なんなくひらきました。家の中はまっくらで、ガランとしていて、まるで空き家のようです。みんなはスイッチをおして電燈をつけながら、部屋から部屋と、しらべてまわりました。しかし、どこにも人かげはありません。

        ひとつだけ、妙な部屋がありました。どの部屋も空き家のように、からっぽなのに、その部屋だけは、いっぱいものがおいてあるのです。

        「や、これはどうだ。よくもこんなにあつめたな」

        中村警部が、びっくりしたような声をたてました。

        それは人形の部屋でした。洋服屋のショーウィンドーにあるような、男や女や子どものマネキンが、おもいおもいの衣装をつけて、二十個ぐらいも立ちならんでいるのです。人形怪人といわれるだけあって、人形をあつめるのが道楽なのかもしれません。

        一方には、ガラスばりの陳列棚のようなものが、おいてあって、その中に、いろいろな宝石や金銀のかざりものが、ピカピカと光っています。人形怪人が、盗みためたものでしょう。

        「あっ、あの人形、うごきましたよ」

        小林君が、いちはやくそれに気づいてさけびました。

        すそのひらいた洋服をきた、かわいらしい少女人形が、りっぱなせびろをきた紳士人形に、つかまえられて、身もだえしているのです。たしかにうごいているのです。

        「ははははははは、人形にばけるとは、うまい隠れ場所だったね。しかし、もうだめだよ。そのお面をぬいで、こちらへ出てきたまえ。きみがつかまえているのは、野村みち子ちゃんじゃないかね」

        明智探偵が笑いながらいいますと、紳士人形は、あきらめたように、顔につけていたお面をとって、こちらへ出てきました。

        「しかたがねえ。こいつが、にげだそうとするものだから、つい、うごいてしまった。おい、おまえもお面をとるがいい」

        すると、人形の中から、もうひとり、モーニングをきた男が、お面をとって、おずおずと出てきました。人形にばけていたのは、このふたりの男と少女だけで、あとは、ほんとうの人形でした。中村警部が、ひとつひとつ触って歩いて、たしかめたのです。

        「あなたは野村みち子ちゃんだね」

        明智探偵が、少女の手をとって、たずねますと、少女はうなずいてみせました。

        「こいつらは、あなたのお父さんをおどかしていたんだよ。わたしは、お父さんから、相談をうけたので、よく知っている。それで、あなたを助けにきたんだよ」

        こうして、野村みち子ちゃんは、無事に助け出されました。また、怪人が盗みためた宝石なども、とりかえすことができたのです。

        「きみたちふたりのうち、デパートで宝石をぬすんだのは、どちらだね」

        明智探偵は、ふたりの男をにらみつけて、たずねますと、背広の男が、にくにくしげに、こたえました。

        「おれたちは、なんにも知らねえ。ただのやといにんだよ。首領はとっくに、にげてしまった。おまえさんがたにつかまりっこはねえよ」

        うそをいっているようにもみえません。ふたりとも、あまりりこうそうな顔でもありませんから、これがあのすばしっこい怪盗とは、考えられないのです。しかし、もし逃げたとすれば、見張りの警官につかまるはずです。まだそんな知らせがないところをみると、どこか家の中に、かくれているのではないでしょうか。

        　

        かすかな足音

        　

        地下室の水の中では、井上君とポケット小僧が、もう一時間もおよいでいました。およぐといっても、ふつうにおよぐわけではなく、両手でコンクリートの壁にすがって、身を浮かせていればいいのですが、じっとしていては、しずんでしまうので、ときどき、足をうごかさなければなりません。

        つめたさに、からだがしびれたようになって、いまにも気をうしないそうです。

        「おやっ……、井上さん、聞こえるかい」

        とつぜん、ポケット小僧が、はずんだ声でいいました。

        「なにが？」

        「ほら、足音だよ。上をだれかがあるいているよ。ひとりじゃない。おおぜいの足音だ」

        「あっ、そうだね。ＢＤバッジがとどいて、ぼくらを助けにきてくれたのじゃないかしら」

        「うん、きっとそうだよ」

        まっくらな水の中のふたりはうれしそうに、ことばをかわしましたが、やがて、足音はだんだんとおざかっていって、またもとの、シーンとしたしずかさに、もどってしまいました。

        「おうい、ぼくたちここにいるよう。たすけてえ……」

        ポケット小僧が、死にものぐるいの声を、はりあげました。

        しかし、みんなは、とおくへ行ってしまったらしく、なんの手ごたえもありません。

        　

        地底の声

        　

        明智探偵と、小林少年と、中村警部と、おおぜいのおまわりさんの力で、怪人の家にとじこめられていた、野村みち子ちゃんは助け出されました。これで、もう怪人はみち子ちゃんのお父さんを、おどかして、宝石を手に入れることはできなくなったわけです。怪人の家の一室には、ぬすみためた宝石や、金銀の美術品が、たくさん置いてありました。これも、すっかりとりもどしましたから、すぐに、もとの持ち主にかえせるわけです。ところが、怪人がどこへかくれたのか、まだ見つかりません。手下が、ふたりつかまりましたが、怪人のかくれ場所は、このふたりも知らないというのです。それから、井上君とポケット小僧を、助け出さなければなりません。この少年たちが、どこにかくされているかも、まだすこしもわからないのです。そこで、またしても、家さがしがはじまりました。いく組にもわかれて、あちこちの部屋をさがすのです。明智探偵と、小林少年と、三人のおまわりさんが、懐中電燈をつけて、一階の部屋から部屋をまわっていました。

        「あっ、なんだか、かすかな声がしましたね」

        小林少年が、すばやく、それを聞きつけて、明智探偵の顔を見ました。たしかに、聞こえます。かすかに、かすかに、

        「助けてくれえ……、ぼくら、ここにいるんだよう……」

        小林君は、なにを思ったのか、いきなり床に身をふせて、床板に耳をつけました。

        その声は床の下からくるように感じられたからです。

        「ぼく井上だよう……」

        「ぼくポケット小僧だよう……」

        「水の中にいるんだよう。死んじまうよう……」

        ほそい声が、はっきりと聞こえました。

        「先生、井上君と、ポケット小僧です。水ぜめにあっているらしいのです」

        しかし、そこへ行く道がわかりません。

        「この床板を破りましょうか」警官のひとりが、どなりました。

        「いや、待ってください。破るのには時間がかかる。もっといい方法があるかもしれません」

        その部屋のまん中に、大きな机と、りっぱな椅子が置いてありました。そのほかには、なんの道具もないのです。小林君は、いきなり、懐中電燈を持って、その大机の下へ、もぐりこみました。いままでの、たびたびの経験で、床のおとし穴を開くボタンが、机の板の下がわに、ついているかもしれないと思ったからです。

        「あっ、あったぞっ……」

        机の色と同じで、ちょっと見たのではわからないような、小さなポッチが見つかったのです。小林君はグッとそれを押しました。

        　

        もうだめだ

        　

        そのとき、地底の水の中では、井上君とポケット小僧が、おたがいのからだをだきあって、ブクブクと、しずみかけていました。さっき死にものぐるいの声で、どなったので、もう、最後の力がつきてしまったのです。手も足もしびれてしまって、もう水に浮いていることができません。

        「井上さん、苦しい。助けて」

        ポケット小僧が、井上君にしがみついてきました。

        「あっ、いけない。しっかりするんだっ」

        しがみつかれたので、井上君もしずみそうになりました。このまま、ふたりが、だきあって、しずんでしまえば、もうおしまいです。なんとしても、がんばらなければ……。

        井上君は、いきなり、ポケット小僧の横っ面を、ピシャッと、たたきつけました。むろん元気づけるためです。たたかれたポケット君は、ニヤニヤとわらいました。もう気が遠くなりかけて、ゆめみごこちなのです。

        そして、またしても、井上君のからだに、しがみついてきました。

        「あっ、いけない。それじゃ、ぼくもしずんでしまうよ」

        しかし、ポケット君には、もうなにも聞こえません。井上君は、コンクリートの壁に手をあてて、がんばりました。でも、つかれきっているので、ズルッ、ズルッと、手がすべって、からだが水の中へ、しずんでいきます。口を水から出しているのが、やっとでした。あっ、いけない。口のすみから、ドッと水が、ながれこんできました。ポケット小僧のおもみで、下へ下へと、引っぱられるからです。

        「ああ、もう、だめだっ……」

        井上君は、水にむせながら、最後の悲鳴をあげました。そして、だきあったふたりは、グングン水の底へ、しずんでいくのです。

        　

        なわばしご

        　

        パタンと音がして、部屋の床板が二つにわれました。小林少年の押したボタンがはたらいて、おとし穴の口が開いたのです。そこへ、はらばいになって、懐中電燈を、さしつけてみると、ふたりの少年が、いま、ゴボゴボとしずんでいくところでした。いつも腰にまきつけているナイロンのなわばしごには、細いナイロンのひもに、三十センチおきに、足がかりの玉がついています。それに足のゆびをかけて、おりたり、のぼったりするのです。少年探偵団の七つ道具とはべつに、おもな団員が持っている、たいせつな道具です。

        小林君は、そのなわばしごのはしを、ふたりのおまわりさんに、にぎっていてもらって、スルスルと、つたいおりていきました。

        「井上君、ポケット君、助けにきたぞっ。しっかりするんだっ」

        しかし、返事はありません。ふたりとも、気をうしなっているのです。スーッと、水の底へしずんでいくのです。

        小林君は、服のまま、水の中へとびこみました。そして、まずポケット小僧のからだに、なわばしごのはしを、まきつけて、しっかりくくってから、合図をしました。

        すると、上のおまわりさんが、力を合わせて、これを、引っぱりあげてくれるのです。小林君はそのあいだ、水の中をおよいでいました。

        そして、つぎには井上君を助け、最後に小林君は、なわばしごを、つたって、もとの部屋にかえりました。

        こうして、井上君とポケット小僧は、すくわれたのです。みんなの介抱をうけて、やがて正気にかえりました。

        　

        怪人のゆくえ

        　

        しかし、人形怪人のほうは、まだ見つかりません。外には、見張りのおまわりさんがいるのですから、逃げだすことはできません。家の中にいるにちがいないのです。

        小林少年は、井上君が、すこし元気づくのを待って、たずねてみました。

        「人形怪人が、どこにかくれているか、きみには、わからないかい？」

        「地下道はさがしたの？」

        「地下道って？」

        「マンホールへ出る地下道だよ。あそこは入りくんでいるから、いいかくれ場所だよ」

        「よし、それじゃ、そこをさがそう」

        小林少年が、そのことをつたえますと、中村警部が十人ほどのおまわりさんをつれて、地下道へ、ふみこんでいくことになりました。あの気味の悪いじいさんのいた部屋も、へびがウジャウジャいた部屋も、みんなこの地下道の中です。そのほかにも、小さい部屋がいくつもあって、まるで迷路のようになっているのです。

        おまわりさんたちは、てんでに、懐中電燈を照らして、その地下道へのりこんでいきました。

        「あっ、あやしいやつがいたぞっ」

        さきにたったおまわりさんが、さけびながら、ひとつの小部屋へ、とびこんでいきました。

        「それっ」というので、みんなが、そこへはいってみますと、あっ、だれもいません。さっきのおまわりさんはどこへ行ったのでしょう。迷路ですから、方々に出入口があるので、さがすのもたいへんです。

        「わはははは……」

        どこからか、人をばかにしたような、笑い声がひびいてきました。

        　

        しばられた怪人

        　

        怪人のすみかから、へいの外のマンホールへ続いている、ひみつの地下道へ、中村警部と十人のおまわりさんが、ふみこんでいきました。宝石どろぼうの怪人が、地下道へかくれたらしいというので、それをとらえるためです。

        おまわりさんたちは、手に手に懐中電燈をもっていましたけれども、曲がりくねった地下道ぜんたいを、照らすことはできません。すみずみに、くらやみがあって、なにものが、かくれているかもしれないのです。

        そのうちに、ひとりのおまわりさんが、「あっ、あやしいやつがいる」とさけんで、どこかへ、かけだしていきました。

        みんなは、そのあとを追いましたが、小部屋のいくつもある地下道ですから、どこへはいっていったのか、なかなか見つかりません。あっちへいったり、こっちへいったり、まごまごしているうちに、時間がたっていきました。

        「おうい、みんなきてくれ。とうとう、つかまえたぞう」

        遠くのほうから、さっきのおまわりさんのどなりごえが、きこえてきました。

        「それっ」というので、みんなは、そのほうへ、かけだしました。

        さきにたったおまわりさんが、そこへ懐中電燈をむけました。

        まるい光のなかに、人形のような不気味な顔の男が、おまわりさんと、とっくみあっているすがたが、照らしだされました。

        「あっ、あいつだっ。みんな、かかれっ」

        中村警部がどなりました。

        すると、四、五人のおまわりさんが、かさなるようにして、怪人にとびつき、そこへ、くみふせてしまいました。

        カチンという音がして、怪人の両手に手錠が、かけられました。

        「手錠だけでは、あんしんできない。細引きで、しばりあげるんだ」

        警部のさしずにしたがって、しばろうとしましたが、怪人は手足をバタバタやって、なにかさけんでいます。しかし、おまわりさんのほうは、おおぜいですから、とてもかなうものではありません。やがて怪人は、手も足も、グルグルまきにしばられて、身うごきもできなくなってしまいました。

        それでも、まだ、なにかわめいています。

        「ちがう。ちがうったら。お面をとってくれ。このお面をとってくれっ」

        やっと、怪人のいっていることがきこえました。「ちがう」とは、なにがちがうのでしょうか。

        　

        マンホールから

        　

        お話かわって、こちらは、へいの外のマンホールのそばです。

        そこには、ふたりのおまわりさんが、しゃがんで、見張り番をしていました。もし、怪人がここからにげようとしたら、つかまえるためです。

        「おい、マンホールのふたが動いたようだぜ」

        ひとりのおまわりさんが、ささやくようにいいました。

        「あっ、そうだ。動いている。あいつは、ここからにげるつもりだなっ」

        ふたりのおまわりさんは、マンホールのふたが開いて、怪人が頭を出したら、すぐに、とっつかまえてやろうと、身がまえをしました。鉄のふたは、ジリッ、ジリッと動いて、すきまがだんだん大きくなっていきます。

        そのすきまから、声がきこえてきました。

        「だれかいませんか。手伝ってください、ひとりでは重いですよ」

        なんだかへんです。怪人ならば、おまわりさんに、手伝ってくれなんて、いうはずはありません。

        ふたりは、鉄のふたに手をかけて、横にずらしました。そして、中をのぞくようにして、どなりました。

        「だれだっ、そこにいるのは」すると、中から、

        「ぼくだよ。ぼくだよ」

        といって、ぬっと、顔を出したのを見ると、その頭には、おまわりさんのぼうしをかぶっていました。怪人ではなくて、なかまのおまわりさんだったのです。

        やがて、ふたをぜんぶ開いて、おまわりさんが、はいだしてきました。

        「怪人は、いま、このむこうの地下道で、つかまりました。もう、だいじょうぶです。ぼくは中村警部さんの用事で、ちょっと、そこまで出かけます」

        そういって、いきなり、かけだしていきました。

        「つかまったら、もう見張りにもおよばないな」

        「いや、いちど、つかまっても、また逃げだすことだってある。やっぱり、ゆだんをしないで、見張っていよう」

        ふたりのおまわりさんは、もとのように、そこに、しゃがんで見張りをつづけるのでした。

        　

        お面をとれば

        　

        ここでまた、地下道にもどります。

        手足をしばられて、ころがされた怪人は、へんなことを、どなりつづけています。

        「ばかやろう。さっきから、あんなにいっているのが、きこえないのかっ。このお面をとってくれ。そうすれば、すっかりわかるんだ。はやく、とってくれ」

        怪人は、ぴったりと、顔にくっついた、ビニールのお面をかぶっていたのです。怪人の顔が、いつも、人形のように見えたのは、そのためでした。

        お面とわかれば、とれといわれなくても、とって、すがおを見なければなりません。

        中村警部は、ころがっている怪人の上に、かがみこんで、ビニールのお面を、皮をむくように、とりさりました。

        「あっ、きみは……」

        警部が、びっくりして、さけんだのです。

        お面の下から、あらわれたのは、警部がつれてきた、部下のおまわりさんの顔だったからです。

        「わたしです。まんまとしてやられました。さっきから、あれほど、どなっているのに、だれもきいてくれないものだから……」

        お面をはがれたおまわりさんが、残念そうにいうのです。

        中村警部には、すぐに、事のしだいが、わかりました。

        怪人はこの警官を、地下道の小部屋に、ひっぱりこんで、じぶんの服を着せ、お面をかぶせ、じぶんは警官の服を着て、とっくみあいながら、「怪人をつかまえた」といって、みんなを、よんだのです。そしてみんなが、怪人の服とお面をつけた警官に、とびかかっているすきに、その場をにげだしてしまったのです。

        「そうだっ。マンホールから、逃げたかもしれないぞっ」

        警部は、そこへ気がつきました。そばにいたおまわりさんを、ふたりつれて、すぐに、マンホールへ、いってみました。マンホールの鉄のふたは、開いたままです。

        中村警部は、そこから、はい上がって、見張りのおまわりさんに、声をかけました。

        「いま、ここから、警官がひとり、出ていかなかったかね」

        「出ていきました。中村警部さんのいいつけだといっていました」

        「きみたちの知らない顔だったね」

        「はい、わたしたちはパトロールカーのものですが、出ていったのは警部さんといっしょにきた人で、顔見知りではありません」

        そこから、まちがいがおこったのです。もし、同じ部の警官ばかりが、きていたら、怪人のばけたおまわりさんは、すぐに見やぶられたにちがいありません。

        「その警官が、宝石どろぼうの怪人だったのさ」

        中村警部が、がっかりしたように、つぶやきました。

        「えっ、あれが怪人ですって。じゃあ、どうして警官の服を着ていたのです」

        「それはね、こういうわけなんだ。うまい手だよ」

        警部は、事のしだいを話してきかせました。それを聞くと、見張りのおまわりさんは、じだんだふんで、くやしがりましたが、もうあとのまつりです。

        　

        葬儀自動車

        　

        人形怪人は、おまわりさんにばけて、マンホールから、逃げだしてしまいましたが、それより、すこしまえのことです。

        中村警部が、怪人をさがすために、おおぜいの警官をつれて、地下道へはいっていったとき、あとにのこった明智探偵と小林少年は、部屋のすみへいって、なにかひそひそと、相談をしていました。

        「ぼくは、野村さんのうちへ、みち子ちゃんを送っていく。そして、そこに、しばらくいるつもりだ。もしも、ということがあるからね。車は中村君のをかりることにするから、きみはアケチ一号を使うがいい。ぬかりなくやるんだよ」

        「ええ、わかりました。もし、あいつが、いつもの魔法をつかって、逃げだしでもしたら、けっして見のがしません」

        そして、ふたりは右ひだりにわかれて、それぞれの自動車へ急いだのですが、このふしぎな会話は、いったい、なにを意味していたのでしょう。それは、まもなく、わかるときがくるのです。

        さて、お話はもとにもどって、マンホールから、逃げだした人形怪人です。

        警官の服をきて、みんなをごまかしたことは、じきわかるのですから、いつまでも警官服を着たままで、歩いているわけにはいきません。非常線でも張られたら、いっぺんに、つかまってしまいます。

        警官服の怪人は、さびしい屋敷町を、いそぎあしで歩いていきます。角をまがりました。すこし広い町です。むこうに、一台の葬儀自動車がとまっています。怪人は、そのりっぱな葬儀車のほうへ、ちかづいていくのです。

        怪人の百メートルほどうしろから、一台の自家用車が、ノロノロと、あとをつけるように進んでいました。その車は、色もかたちも、アケチ一号にそっくりでした。

        怪人は、あやしい自動車に尾行されているなどとは、すこしも知らず、葬儀自動車のそばによると、いきなり、そのうしろのとびらをひらいて、中へとびこみ、また、ピッシャリと戸をしめてしまいました。

        　葬儀車の中には、あかあかと電燈がついていました。まんなかに、大きな箱が置いてありましたが、棺桶ではありません。怪人はそのふたを開きました。

        中には、いろいろな服や、着物や、かつらや、つけひげや、化粧道具などが、いっぱいはいっています。怪人の変装箱なのです。

        ああ、なんという、奇抜なおもいつきなのでしょう。これは怪人の変装用自動車だったのです。そとから見れば、ふつうの葬儀車ですから、だれもうたがいません。それに、窓がありませんから、中でなにをしていても、外からはわからないのです。

        変装箱のむこうに、鏡がかかっています。怪人は、その鏡にむかって、これから変装をはじめるのです。

        「よし、出発してくれ。ゆっくり走るんだ。ゆくさきは、練馬区、知っているだろう。みち子のおやじのうちだ。野村家だよ」

        怪人は、運転席の部下に命令すると、箱の中から一枚の写真をとりだし、それを見ながら、変装にとりかかりました。

        その写真は、どうして手にいれたのか、中村警部の半身像でした。背広すがたです。怪人は、化粧筆をとって、いろいろな絵の具をまぜあわせながら、自分の顔をいろどっていくのです。

        じつに名人です。たちまち、顔がかわってきました。いままでの怪人の顔は消えうせて、まったくべつの顔ができあがったのです。それは、中村警部とそっくりの顔でした。

        それから、写真の背広と似たような服を箱の中からとり出して、それを身に付けました。

        「うふふふふ、よくできたぞ。こんなら、ちょっと見たのじゃ、わからない。だいじょうぶ、ごまかせる。これで、野村家へのりこむんだ。そして、紅の宝冠を手にいれるのだ。なんと、ぬけめのない、かんがえじゃないか。みんなおれのすみかへ、集まっている。警察も、明智探偵も、少年探偵のチンピラどもも、あすこへ集まって、野村家はからっぽだ。そのすきをめがけて、宝冠をちょうだいにあがるのだ。うふふふ……

        そのうえ、中村警部にばけて、先生をあっといわせるのだからな。われながら、すばらしいおもいつきだよ……おい、もういいから、とばしてくれ。何分あれば先方につく？

        なに五分。そうか、もうそんなに来ていたのか。よし、よし、ともかく、いそいでくれ」

        　

        やみの中の口笛

        　

        やがて、葬儀車は、野村さんの屋敷のそばにつきました。

        怪人は百メートルほど手前で、車を止めさせると、まず、うしろのとびらを、すこし開いて、あたりに人のいないことをたしかめてから、いきなりパッと、外へとびだし、そのまま、野村さんの門のほうへ急ぐのでした。

        ところが、そのとき車をおりたのは、怪人ひとりではありません。さいぜんから、ずっと尾行をつづけていた、アケチ一号とよく似た車からも、黒い人影が、とびおりたのです。みなさんお察しのとおり、それは小林少年でした。

        「中村警部とそっくりだ。しかし、まさか中村さんが葬儀車にのっているはずはない。怪人の変装にきまっている。うまいもんだなあ」

        小林少年も変装の名人でしたが、それだけに、相手の腕前が、よくわかるのです。

        小林少年は、ぴったりと、へいに体をつけて、くらやみの中をすかしてみました。

        野村さんの門は、まだ開いたままです。中村警部にばけた怪人は、門をくぐって、どうどうと、玄関のほうへ歩いていきます。

        ベルをおすと、書生がドアを開きました。

        「わたしは、警視庁の中村です。みち子ちゃんは、もうかえっているでしょうね。それについて、ちょっと、ご主人に、お話ししたいことがあるのですが」

        書生は、いちど奥へはいって、すぐにもどってきました。そして「どうぞ、こちらへ」といって、応接室へ案内するのでした。

        小林少年は、怪人がドアの中へ消えるのを見さだめてから、ソッと門内へすべりこみました。

        門からげんかんまでは五十メートルもあって、たくさんの木がうえてあります。小林少年は、腰をかがめ、その木のあいだをぬうようにして、裏口とのさかいにちかづきました。そして、やみの中に身をひそめながら、口笛をふきました。西洋の民謡のひとふしらしく、ヒュー、ヒュー、ヒューッと、なんだかものさびしいメロディです。おなじふしを、二、三度、くりかえしていると、裏庭とのさかいの戸が、音もなくスーッと開いて、黒い人影があらわれました。

        小林少年は、そのほうへ、近づいていきます。大きいのと、小さいのと、ふたつの影が、かさなりあうように見えました。

        なにかひそひそと、ささやいています。

        「あいつは、中村警部にばけています。そして、玄関から、どうどうと乗り込みました。気をつけてください。おそろしく変装のうまいやつです」

        小林少年のそんなことばが、とぎれとぎれに聞こえてきました。

        「ふーん、さすがにあいつだな。相手にとって、不足はない。いまに、とっちめてやるから、見ているがいい」

        なんだか、聞いたような声です。

        しかし、まっくらで、顔が見えないので、たしかめることができません。

        読者のみなさんは、もうとっくに、おわかりですね。その人は、小林少年と話しおわると、また戸をあけて、裏庭のほうへ、はいっていきます。

        小林少年も、そのあとにしたがいました。

        　

        一人二役

        　

        中村警部にばけた怪人は、応接室にはいると、いちどは、椅子にこしかけましたが、案内した書生が「ちょっと、お待ちください」といって、出ていってしまうと、なにを思ったのか、すっと立ちあがって、廊下へ出ていきました。

        そして、うすぐらい廊下のすみに、身をかくすと、ポケットから、ぐにゃぐにゃしたビニールの仮面をとりだして、あたまから、すっぽりとかぶりました。例の人形仮面です。

        それから、背広の上着をぬぐと、くるっと、うらがえしにして、また、それを着ました。うらも、おもてと同じように、できている、変装用の上着なのです。しかも、そのうらがわは、赤のひといろ、まるで道化師のようなまっかな上着でした。

        そこへ、廊下のむこうから、この家の主人の野村さんが、和服すがたでゆったりと、歩いてきました。みち子ちゃんが、とりもどせたので、すっかり安心しているのです。

        それをみると、人形怪人は、廊下のすみから野村さんの前に、ぬーっと、まっかなすがたを、あらわしました。

        「あっ、きみはだれだっ」

        野村さんが、びっくりして、どなりつけました。

        「世間では、おれのことを人形怪人といっている。いうまでもなく、紅の宝冠を、もらいにきたのだ」

        たしかに人形の顔をもった怪物です。野村さんは、そいつが、はやくも、この家にあらわれた、すばやさに、おどろいてしまいました。

        「中村さん、くせものです。はやくきてください」

        すぐよこの応接室にいるはずの中村警部に、大声で、よびかけました。

        ところが、その中村警部が、じつは、にせもので、仮面をかぶって、ここへあらわれているのですから、いくらよんでも、くるはずはありません。

        怪人と野村さんとは、廊下のまんなかで、むかいあって、つったっていました。

        じりっ、じりっと、怪人が、こちらへ近づいてきます。それにつれて、野村さんは、だんだん、あとずさりをしていくのです。

        ふたりの間に、応接室のドアがあります。やがて、怪人はそのドアのまえに、たどりつきました。

        さっと、身をひるがえして、ドアを開き、応接室の中へ、とびこんでいきました。

        「やっこさん、警部さんがいるとも知らず、応接室へはいっていったぞ。いまに、ひどいめにあうだろう」

        野村さんは、そう思って、しばらく、耳をすまして、待っていましたが、なにごともおこりません。応接室の中は、しーんと、しずまりかえっています。

        野村さんは、ふしぎに思って、おずおずとドアに近づき、そっと、ドアを開いてみました。

        すると、正面の椅子に、中村警部らしい、背広の人が、こしかけているのが見えました。ほかには、だれもいません。

        「中村さんですか、わたし野村です」

        と、まず、あいさつをしておいて、

        「いま、ここへ、あいつが、とびこんできたはずですが……」

        「あいつとは、だれですか」

        「人形の顔をもって、まっかな服をきたやつです。紅の宝冠を、もらいにきたといいました」

        「人形怪人ですか」

        「そうです。じぶんで、そう名のりました」

        「おかしいですね。ここへはだれも、はいってきませんでしたよ」

        にせの中村警部は、なにくわぬ顔で、答えました。

        そのときです。とつぜん、部屋のどこかから、気味の悪い笑い声がひびいてきました。

        「うふふふ……、おれはここにいるよ。魔法をつかっているから、きみたちの目には、見えないのだ。紅の宝冠は、きっと、ちょうだいするからね」

        天井から、聞こえてくるようでもあります。床下からひびいてくるようでもあります。とんと、方角がわかりませんが、部屋の中にはちがいないのです。しかし、怪人のすがたは、どこにも見えません。

        「その宝冠というのは、どこにおいてあるのですか」

        にせの中村警部が、たずねました。

        「わたしの書斎の金庫の中です」

        「そこへ行ってみましょう。あいつは魔法つかいみたいなやつですから、金庫なんか、わけなく開けるでしょう。ひょっとしたら、もう盗まれているかもしれませんよ」

        中村警部のことばに、野村さんは青くなってしまいました。すぐ警部を案内して書斎へ行ってみました。

        　

        金庫の中

        　

        書斎には、だれもいません。金庫も開いたようすはありません。観音開きの、でっかい金庫です。そのとびらがぴったりしまっています。

        「しかし、ゆだんはなりません。いちど金庫を開いて、調べてみるほうがいいでしょう」

        にせの中村警部がいいました。野村さんに金庫を開かせて、宝冠をうばいとるつもりにちがいありません。

        そのとき、警部は、うっかり、ズボンのポケットに手をいれました。そのひょうしに上着がめくれて、まっかなうらが、ちらっと見えたのです。野村さんは、それに気がつき、ふっと、おそろしいことをかんがえました。

        「腹話術……」と、ひとりごとのようにつぶやきます。

        「えっ、なんですって？」

        警部が、びっくりして、野村さんの顔を見つめました。

        「さっきの怪人の声は、腹話術じゃなかったでしょうか」

        野村さんが、みょうな笑いをうかべて、いいました。

        「えっ、腹話術ですって？　その腹話術をだれがやったというのです」

        「むろん、わたしではありません」

        「すると、ぼくが……」

        警部が、あきれたような顔をしてみせました。

        「そうです。あなたです。あなたのほかには、だれもいなかったのです。中村さん、なぜ、こんなことをいうか、おわかりですか。あなたの上着のうらですよ。ボタンをはずして上着をひろげて見せてくれませんか」

        それをきくと、警部の手が、ぱっと、ズボンのポケットから、あがりました。その手には、ピストルがにぎられていました。

        「手をあげろ。そして、その椅子に座るんだ。すこしでも動いたら、ピストルのたまがとびだすぞ。さあ、金庫のダイヤルの暗号をいうんだ」

        にせ警部は、とうとう正体をあらわしました。そしてピストルの先で、野村さんの胸を、コツコツたたきながら、ダイヤルの暗号をいえとせまるのです。野村さんはしかたがないので、暗号文字をこたえました。それはミチコというのでした。かわいいみち子ちゃんの名をとったものです。にせ警部は、ピストルを、いつでもとりだせるように、上着のポケットにいれると、金庫の前にしゃがんで、ゆっくりダイヤルをまわすのでした。まわすたびに、カチッ、カチッと、てごたえがあって、金庫の錠がはずれました。重い鉄のとびらが音もなく開きます。

        五センチ、十センチ、二十センチ、開きながら、にせ警部は、金庫をのぞきこみました。中はとびらのかげになっているので、はじめは、よくわかりませんでしたが、やがて、そのへんてこなものがはっきり見えてきました。

        にせ警部は、それを見ると、「あっ」とさけんで、立ち上がり、タジタジと、あとずさりをしました。さすがの怪人も、これにはどぎもをぬかれたのです。

        　

        ピストルの名人

        　

        「き、きさま、なにものだっ」

        怪人がどなりつけました。その大きなものは人間だったからです。

        金庫の中から、小林少年のニコニコ顔があらわれました。

        「ぼくは明智探偵の助手の小林だよ。ぼくは、きみのあとをつけたのさ。葬儀車の中で変装したことも、ちゃんと知っている。そこで、さきまわりをして、金庫の中にかくれて、きみを待っていたのだよ。

        きみは中村警部じゃない。人形怪人だ。もうこの部屋から、逃げだすことはできないよ」

        「ウーン、またしても、チンピラめが、じゃまをしやがったなっ」

        中村警部に、ばけた怪人は、まっかになって、くやしがりました。そして、手ばやくポケットから、ピストルをとりだすと、ピッタリと、小林君の胸に、ねらいをつけました。

        「手をあげるんだ。へんなまねをすると、ぶっぱなすぞっ。そのままじっとしているんだ。きょうは、ひとまずひきあげる。じゃまするやつは、だれであろうと、ようしゃはしない。ピストルのたまがおみまいするのだ。いいか」

        怪人はピストルをかまえながら、ジリッ、ジリッと、あとずさりをはじめました。

        そのときです。入口のドアがサッと開きました。そして、シューッという、はげしい音。怪人の手から、ピストルが宙にはねあがり、床にころがりました。

        怪人がびっくりしてふりむきますと、明智探偵がニッコリわらって、立っていました。手には小がたのピストルをかまえています。

        明智の撃ったピストルのたまが、怪人のピストルにあたって、宙にはねあがったのです。

        たいした腕前です。怪人の手をすこしもきずつけないで、ピストルだけを、撃ち落としたのです。めったにピストルなんかつかわないのですが、いざつかうとなれば、明智はこれほどの名人でした。

        「こんどは、きみが手をあげる番だよ。でないと、こいつが、きみの心臓のまんなかを射ぬくからね。もうすこし、ぼくの腕前を、お目にかけようか」

        むこうの柱に、大きなカレンダーがかかっていました。それに、美しい女の人が、トランプのカードを持っている絵が印刷してあります。カードはハートの５でした。

        「いいかい。あのカードの五つのハートを、射ぬいてみせるよ」

        ピストルが、かまえられました。五つの赤いハートに、つぎつぎと、穴があいていきました。ひとつも外れ弾はなく、五つとも完全に命中したのです。

        　

        明智先生バンザーイ

        　

        「小林君、そいつのピストルを、よく調べてごらん、弾がはいっているかね」

        明智探偵が、みょうなことをいいました。

        小林少年は、床におちているピストルを、ひろいあげて、調べていましたが、おどろいたように明智先生の顔を見ました。

        「たまははいっていません。このピストルはおもちゃです」

        「やっぱり、そうだったか。ぼくの思ったとおりだ。おい、人形怪人君、きみは血を見るのがきらいなんだね。だから、ほんとうのピストルは、持たないことにしているんだね」

        明智探偵が、意味ありげな笑いをうかべて、怪人の顔を見ました。

        怪人はそれを聞くと、ギョッとしたように、明智の目を見かえしましたが、そのまま、だまりこんでいます。

        「きみは変装の名人だ。小林君に聞くと、葬儀車の中で変装したそうだが、それを聞いていなければ、ぼくでもだまされるところだったよ。それほど中村警部にそっくりなんだ。

        じつにうまい変装だ。こんなに変装のうまいやつは、日本にふたりといないはずだ。しかも、そいつは、おもちゃのピストルをつかった。血を見るのがきらいなんだ。どんな悪いことでもするが、人殺しだけは、ぜったいにしないという大泥棒。それもめずらしいね。おそらく、日本にただひとりかもしれない。

        ハハハ……、こんどは人形怪人とおいでなすったね。とほうもないことを考え、世間をびっくりさせて、よろこんでいる。そんな酔狂な泥棒は、ほかにいないよ。ねえ、二十面相君」

        それを聞くと、部屋の中は、シーンとしずまりかえってしまいました。野村さんも、小林少年もあっけにとられて、身うごきもせず、明智探偵の顔を、見つめているのです。

        ああ、怪人二十面相、名探偵明智小五郎の好敵手、怪人二十面相。人形怪人が、あの二十面相だったとは。そのとき、シーンとしずまりかえった部屋の中に、笑い声が、ひびきわたりました。

        「ワハハハハ……、明智君、しばらくだったなあ。いかにも、おれは二十面相だよ。そうでないといったって、君が承知するはずはない。君のことだから、おれの部下から、おれの正体をきき出しているにちがいない。だが、おれはまだ、きみにつかまるとはいっていないよ。きみはピストルをもっているが、それでおれを撃つ気はない。血を見るのがきらいなのは、おれとおなじことだからね。さあ、そこをどきたまえ、おれはここから立ち去るのだっ」

        二十面相は、明智をつきのけるようにして、ドアのほうへすすみました。そして、部屋をとびだそうとしたのですが、なにを見たのか、ギョッとして、たじたじと、あとずさりをしました。

        ドアの外から、ふたりの警官が、ヌーッと、はいってきました。ふたりとも、見あげるような大男です。

        このふたりは、明智が野村みち子ちゃんを、ここへ送り届けるおりに、いっしょについてきた警官でした。いざというときに、あらわれるために、明智の指図で、廊下にまちかまえていたのです。

        それから恐ろしい、とっくみあいが、はじまりました。二十面相は、柔道三段の腕前ですから、なかなか、てごわい相手です。しかし、こちらはおおぜいです。ふたりの警官と、明智探偵と、小林少年や野村さんもてつだいましたので、五対一です。いくら二十面相がつよくても、五人にひとりでは、かないっこありません。たちまち手錠をはめられてしまいました。

        しばらくして、警視庁から、犯人の護送車がやってきました。そのころには、おそろしい水ぜめにあった井上君とポケット小僧も、元気をとりもどして、野村さんのうちへきていました。そして、小林少年といっしょに、玄関のまえに立って、二十面相がつれていかれるのを見おくったのです。護送車がはしりだしたとき、三人はおもわず、声をそろえてさけびました。

        「明智先生バンザーイ、少年探偵団バンザーイ」

        

        　

        ※読みやすくするため現代の言葉に近づけていますが、作品の性質上、そのままの表現を使用している場合があります。

        　

        書名　　　　　江戸川乱歩作品集　十

        著者　　　　　江戸川乱歩

        発行日　　　　二〇一八年十一月発行

        発行所　　　　株式会社オリオンブックス

        住所　　　　　東京都渋谷区渋谷３-５-16
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